
松
戸
市
自
転
車
問
題
対
策
懇
談
会
が

昨
年
1
0月
2
0日
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
自

転
車
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

た
だ
く
た
め
、

「
松
戸
市
自
転
車
問
題
対
策
懇
談
会
」
（
委
員
十
七

人
構
成
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
３

月
末
ま
で
に
七
回
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
、

毎
回
、
非
常
に
活
発
な
討
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は

、
「

自
転
車
問
題

」
に
つ
い
て
多

角
的
な
視
点
か
ら
検
討
が
な
さ
れ
、
主
に

、
自
転

車
利
用
者
の
モ
ラ
ル
に
関
す
る
こ

と
や
自

転
車
の

交
通
体
系
の
中
で
の
位
置
づ
け
、
市

営
駐
輪
場
の

管
理
の
適
正
化
に
関
す

る
こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

公
募
に
よ
る
市
民
の
委
員
を
含
む
各
委

員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
自
転
車
問
題
」
に
つ
い

て
の
意
見
を
交
わ
し

、
参
加
委
員
の
総
意
の

も

提

言

書

の

内

容

提
言
書
は
、
自
転
車
問
題
の

「
現
状
」
と
「
対
応
策
」
の
二
つ
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
ま
す

。

「
現

状

」

で

は

、
自

転

車
利

用

の
背

景

か
ら
始

ま
り

、
駐
輪
場

整

備

の

現
状

、
駐

輪

場
管

理
等

の
現

状
、

放
置

自

転

車

の
現

状

が
述

べ
ら

れ
、

問
題

が
提

起
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
対
応
策
」

で
は

、
『
基

本
的

な
考

え

方
』

の

中

で

、

自

転

車

問

題

を

単

に

安

全

や

美

観

と

い
う

次
元

で

と

ら

え

る

の

で

は
な

く

、

大

き
く
都
市

問
題
と
し

て
と
ら
え
て
対
応

(平成７年５月25日調査)自転車の利用状況

放置台数

6,884台

な
施
策
」
に
大
別
し
て
、
提
言
が
な

さ
れ
て

い
ま
す

。

『
当
面

の
対

応
策
』
で

は
、
許
可

制

の
導
入

、
駐
輪
場
管

理
の
適
正

化
、

駐
輪
場
の
整
備
、
有
料
制
の
導
入
、

民
間
駐

輪
場

の
育

成
、
放
置

自
転
車

へ

の
対

応
な
ど

具
体
的

な
策

が
述

べ

ら

れ
て

い
ま
す

。

ま
た

、
『
そ

の
他

の
検

討
す

べ

き

総
合

的

・
長
期

的
な
施
策
一

で

は
市

営
レ

ン

タ
サ
イ

ク
ル

の
実

施
、
駐
輪

場

の
整

備
拡
充

な
ど
、
今
後

の
課
題

が
述

べ
ら

れ
て

い
ま
す

。

詳

細
に

つ
い
て
は
下
記

の
と
お
り

で
す

。
市
で
は
、
年
々
増
大
す
る
自
転
車

や

バ
イ

ク
の
放
置

に
対
処
す

る
た

め
、
鉄
道
事
業

者
、
企
業
等
か
ら
用

地
の
提
供
を
受
け
、
現
在
五
十
七
力

所
の
施
設
を
整
備
し
て

き
ま
し
た

が
、
放
置
百

転
車
の
解
決
に
は
至
っ

放置自転車の撤去状況

市駐輪場の整備費

内訳

て

い
ま
せ

ん
。

昨
年
５
月
の
調
査
に
よ
る
と
、
駐

輪

場

の
適

正

収

容

台

数

を

超

え

て

い
る
も
の
が
三
十
一
力
所
に
も
の
ぽ

り

、
放
置
自

転
車

は
六
千

八
百

八
十

四
台

と

な
っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
放

置
箇

所

は
駅

周

辺
に
集

中
し

、
駅

の
機
能

の
低
ド

や
交
通
安

全

上
の
障
害

な
ど

、
市
民
生
活

を
脅

か
す
存
在

ど
な

っ
て

い
ま
す

。

そ
の
対

策
と
し
て

、
自

転
車

の
撤

去

（
昨
年

度
、
二
万

三
千
九
百

四
十

二

台
）

を
行

っ
て

い
ま
す

が
、
放
置

自

転
車

は
後
を
絶
ち

ま
せ

ん
。

市
で

は
、
今

回

の
提

言

の
内

容
と

趣
旨
を
十
分

尊
重
し

、
今
後

の
自

転

車
を
取
り
巻
く
環
境
の
整
備
に
積
極

的
に
取
ひ

組
ん
で

い
き
た

い
と
考
え

て

い
ま

す
。

※
な
お
、
ご
希
望
の
方
に
は
提
言
書

の
写

し
を

差
し
上

げ
ま
す

。

ご
意
見

等
も
お

寄
せ
く

だ
さ

い
。

癇
安
全
課
安
全
係
登
印
6
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・
7
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4
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番
、
隰
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7
番

毎年自転車対策にかかる経費

『
当

面

の

対

応

策

』

（
要

約

）

私
ど
も
は
、
他
に
社
会
的
要

因
は
あ
る
も
の
の
、
自
転
車
利

用
の
増
加
は
、
駐
輪
場
の
無
料

開
放
と
無
秩
序
な
収
容
に
要
因

の
一
端
が
あ
っ
た
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

バ
ス
網
の
充
実
、
不
定
時
運

行
の
解
消
、
交
通
計
画
の
見
直

し
等
、
都
市
的
な
対
応
問
題

が

根
本
的
な
解
決
策
で
あ
り
、
そ

の
整
備
を
計
画
的
に
行
う
努
力

が
必
要
で
す
。

当
面
の
対
応
策
と
し
て
自
転

車
利
用
の
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と

確
立
す

る
と

い
う
視
点

か
ら
、

次
の
と
お
り
具
体
策
を
提
言
し

ま
す
。

（
許
可
制

の
導
入

）

駅

周
辺

に
乗

り

入

れ
ら

れ

る

自
転

車

の
総
台

数

と
駐

輪
場

の

収
容

能
力

と

の

バ
ラ
ン

ス

を
と

り
、

駐
輪

場

の
利

用

を
秩

序
あ

る
も

の
に

す

る
た

め

、
他

の
公

共

施

設
同

様

、
駐

輪
場

の
利

用

を
許
可

制
に

す
べ
き
で
す

。

（
距

離
制
限
）

自

転
車

の

総
量

を

規
制

す

る

観
点

か
ら

、
近

距

離

か
ら

の
利

用
を

抑
制

す

る
た

め

、
一
定

の

距

離

制
限

を
設

定

す

る
必
要

が

あ
り
ま
す

。

（
当
日
利
用

枠
の
設
定
）

通

勤

、
通

学
者

の
た

め

の
専

用
施

設

だ
け
で

は
な
く

、
買

い

物
や
レ

ジ
ャ

ー
・
ス
ポ
ー

ツ
等

、

当
日

の
み

利

用

で

き

る
よ

う

、

一
定

の
枠

は

ぜ
ひ

確

保
す

る
必

要

が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す

。

（
有
料
制
の
導
入
）

許

可
制

の
導

入

に
よ

り

、
限

ら

れ
た
市

民

が
長

期

に
わ

た

っ

て
駐

輪
場

を

占
用

す

る
こ

と

に

な

る
た

め
、
市

民

に
不

公
平

感

が
生
ま

れ
ま

す

。

こ

れ

を
是
正

す

る

た

め
、

受

益

者
負

担

の

観

点

か

ら
有

料

制

を

導
入

す

る
必

要

が
あ
り

ま
す

。
こ

れ
に
よ

り
、

自

転

車
利

用

者

以
外

の
市

民

の

税

負

担

が
軽

減

さ

れ

る
こ

と

に

な
り
ま

す
。

な

お

、
料

金

設

定

に

あ
た

っ

て

は

、
駐

輪

場

の

管

理
運

営

費

を
前
提
と
し
た
採
算
面
、
行
政

サ

ー
ビ

ス

の
性

質

お
よ

び
民

間

駐

輪
場

の
育

成

な

ど

の
観

点

か

ら

検

討

さ

れ

る
べ

き

と
思

い
ま

す

。

（
減
免
等
の
措
置
）

社

会

的
弱

者

の

利
用

に
つ

い

て

は
、

減
免
等

の
措
置

を
設

け

、

配
慮

す
る
必
要

が
あ
り

ま
す
。

（
駐
輪
場
管
理
の
適
正
化
）

駐
輪
場

を
有

料
に

す
る
場

合

、

管

理

を

適
正

化

し

、

利
用

者

へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

。

有

人

管
理

と

と

も

に

機
械

式

等

に

よ

る
管

理

も

併
せ

て

検

討

し

、

効

率

的
で

適
正

な

管
理

が

行

え

る

よ

う

、
体

制

を

整
え

る

必
要

が
あ
り
ま
す

。

（
駐
輪
場
の
整
備
）

駅

ご
と

の
現

況

と

将

来

の
需

要

を

予

測
し

た
施

設

の

整
備

計

画

を

立

て
て

、
既

存

駐

輪
場

の

収

容

能

力

の
増

大

を

図

る
と

と

も

に

新

た

な
施

設

整

備

に

つ

い

て

も

、

積

極

的
に

取

り

組
む

必

要

が
あ
り
ま
す
。

（
民
間
駐
輪
場

の
育

成
）

市

営

駐

輪
場

の
許
可

制
導

入

に
よ

っ
て

、
許

可

を

受

け

ら

れ

な

か

っ
た
利

用

者

の
受

け
皿

と

し

て

民

間

駐
輪

場

が
考
え

ら

れ

ま

す
。

民

間

は

、
市

営

駐

輪

場

を
有

料

化

す

る

こ

と
に

よ

り

経
営

意

欲

を
燃

や
す

よ
う

に
な
り

ま
す

。

し

か
し

、

民

間

は
採

算

性

を

重

視

す
る

の

で
市

場

性

を

無
視

し

た
市

営

駐

輪
場

の
料

金

設
定

を

す

る
と

、

駐
輪

場

の
整

備

が
伸

び
悩

む

こ

と

に

な

る
と

思

い
ま

す
。

こ

の
た

め

、

民
間

駐

輪

場

の

整

備

拡

充

を

促

進

す

る

た

め

、

施
設

整

備

へ

の

助
成

制

度

の

確

立

、

経

営

に

つ

い
て

の

指

導

、

市

場

性

を

踏

ま
え

た

公

共

料

金

の
設

定

と

と

も

に

、
民

間

駐

輪

場

が
機

能

す

る

よ
う

な
取

締

策

な

ど

、
官

民

一

体
と

な
っ

た
取

り
組
み

が
必
要

で
あ
り
ま

す
。

（

放
置
自
転
車
へ

の
対
応

）

放

置

自

転

車

に

つ

い

て

は

、

究

極
的

に

は

利

用
者

の
モ

ラ

ル

の
問

題
に
尽

き

る
わ
け

で
す

が
、

当

面

の
対

応

策

に

よ

っ
て

自

転

車

利
用

の
ル

ー
ル
化

か
進

む

こ

と

に
よ

っ
て

、

ル

ー

ル
違

反

の

識

別

が

は
っ

き

り
し

て

く

る
た

め

、
放

置

し

に

く

い
と

い
う

雰

囲

気

が
生

ま

れ

る
こ

と
に

期

待

し
ま
す

。

自
転

車

と

い
え

ど

も
軽

車
両

で

あ

っ
て

自

己

に

管

理
責

任

が

あ

る
と

い
う

自

明

の

理
を

強

く

訴
え

、
そ

の
上

で

の
違

反

者

に

つ

い
て

は
撤

去

等

の
取

り

締

ま

り

を

強
化

し

、

施

策

の
有

効

性

を

高

め
て

い
く

と

と

も

に
、

意

識

の
啓

発

に

も

努

め

て

い
く

必

要

が

あ

る
と

思

わ

れ

ま
す

。

ま

た

、
駅

前

や

店

舗

の
前

に
放

置

さ

れ
て

い
る

自

転

車

に
関

し

て

は

、
市

と

駅
周

辺
関

係

者

が
一

体

と

な

っ
た

駐

輪

指
導

を
行

う

な
ど

の
取

り
組
み

が
必
要

で
す
。

（
駐
輪
場
の
複
数
利
用

）

自

宅

か
ら

駅

へ

の

最

寄
り

の

駐

輪
場

（
正

利

用

）

と
駅

か
ら

職

場

（

学
校

）
　へ

の

最

寄
り

の

駐

輪
場

（
逆

利

用

）

の
複

数

利

用

に

つ

い
て

は

、

や

む

を
得

な

い
も

の
と

し

て

許
可

す

べ

き
で

す

。

た

だ
し

、

複

数

利
用

の
多

く

が
学

生

と

思

わ

れ

る

の

で

、

教

育

委
員

会

な

ど

を

通
じ

て

利

用

の

規
制

お

よ

び
指
導

を
図

る

こ

と

も

必
要

で

す

。

ま
た

、

通

学

の

た

め
に

使

う

専

用

駐
輪

場

の

確

保

な

ど
も

働

き

か
け

る
こ

と

を

検
討

す

べ
き

で

あ

る
と

思

い
ま

す
。

対
応
策
を
提
言

と
に
提
言
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
本
年

３

月
2
9日
、
市
長
に

提
出
さ
れ
ま
し

た
。

策
が
講
ぜ
ら
れ

る

べ

き

だ

と

述

べ

ら

れ

て

い

ま

す

。
そ

し

て
、
『
当
面

の

対
応
策

』

と

『
そ

の
他
の
検
討
す

べ
き
総
合

的
・
長
期
的

提
言
書
を
尊
重
し
て

対
応
策
を
講
じ
ま
す

駐 輪 場 は マ ナ ー を 守 っ て 利 用 し た い も の 市長に提言書を手渡す

有吉副会長

2,379,567千円　（昭和49年から平成7年まで）

用地購入費　　　944,111 千円

施設建設費　　1,435,456千円

213,398千円　（平成7年度決算見込額）

駐車 場管 理運 営費　　　　105,857 千円

(整理員人件費・借地料・機械等点検費・電気料等)

保管 所管 理運 営費　　　　47,357 千円

(返 還業 務費 ・借 地料 ・券 売機 借 用費 ・電気 料 等)

移送 経費　　　　　　　　　60,184 千円

(移送業務費・放置防止指導員人件費・廃棄処分費等)

発行：松戸市　編集：企画部広報課

〒271　松戸市根本387-5

TEL.0473-66-1111　FAX.0473-63-3200

数 利用台数

市駐輪場 57ヵ所 38,963台

民間駐輪場 18ヵ所 1,075台

平成７年度

23,942台



移動図書館みどり号特別企画

ミニおはなし会

移
動
図
書
館
み
ど
り
号
は
、
図
書

館
か
ら
遠
い
地
域
の
人
た
ち
に
も
本

に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
毎
週
二

十
ヵ
所
を
巡
回
し
、
本
の
貸
し

出
し

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５
月
７
口
か
ら
特
別
企
画
と
し
て

(
財
)
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
の

職
員
二
名
が
み
ど
り
号
に
乗
車
し
、

絵
本

の
見

せ

語
り

や

紙
芝
居
を
皆

さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

固
市
立
図
書
館

昔
6
5・
5
1
1
5

番

お
は
な
し
キ

ャ
ラ
バ
ン
と

は
？

(
財
)
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

は
、
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
感
性
や

情
操
が
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
と
の
対
話
を
大
切
に
し
た
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

活
動
は
人
形
劇
が
中
心
で
、
幼
稚

園
や
保
育
園
、
小
学
校
、
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
舞
台
と
し
て
、
年
間
約

百
五
十
回
上
演
し
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
は
子
ど
も

た
ち
に
本
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
、
ま
た
本
を
通
し
て
の
親
子

の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
お
手
伝
い
を
し

て

い
ま
す
。

み
ど
り
号
駐
車
場
と
時
間
表

み
ん
な
が
親
し
め
る
江
戸
川
に
し
よ
う

レ
ン
ゲ
祭
り

市

で

は

皆

さ

ん

に

親

し

ま

れ

て

い

る

江

戸

川

の

自

然

を

守

７

育

て

る

活

動

の

ひ

と

つ

と

し

て

、

フ

ラ

ワ

ー

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

皆

さ

ん

の

協

力

で

、

昨

年

秋

に

三

郷

有

料

橋

下

の

五

千

平

方

口

の

土

を

耕

し

、

レ

ン

グ

の

種

を

ま

き

ま

し

た

。

雨

が

少

な

い

な

ど

昨

年

か

ら

の

天

候

不

順

の

た

め

生

育

が

思

わ

し

く

あ

り
ま
せ
ん
が
、
1
1
日
(
土
)
に
レ
ン
グ
祭

り

を

開

催

し

ま

す

。

ク

イ

ズ

や

模

擬

店

な

ど

、

た

く

さ

ん

の
イ

ベ

ン

ト

を

ご
用

意

し

て

い

ま

す

。

ぜ

ひ

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

５

月
1
1
1
1
日

出

午

前
1
0
時

～

午

後

１

時

（
雨

天

の

場

合

は
1
2
日

に

順

延

）

会

場

江

戸

川

河

川

敷

（
三

郷

有

料

橋

ド
）
　
内
容
秋
の
コ
ス
モ
ス
畑
の
準

備
作
業
・
江
戸
川
の
魚
の
展
示
・
水

ク
イ
ズ
・
模
擬
店
ほ
か
　
費
用

参
加

無
料

跂
江
戸
川
松
戸
フ
ラ
ワ
上
フ
イ
ン
実

行
委
員
会
（
市
役
所
内
・
川
を
き
れ

い
に
す
る
課
）

春
の
市
民
ぐ
る
み
で

ク
リ
ー
ン
デ
ー

関
東
地
方
の
一
都
六
県
で
は
、
６

月
２
日
(
日
)
に
公
園
や
道
路
の
清
掃
を

す
る
「
環
境
美
化
運
動
」
を
一
斉
に

行

い
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
江
戸
川
沿
岸
の
市

町
村
が
一
斉
に
河
川
敷
の
清
掃
を
す

る
「
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
も

行

い
ま
す
。

当
日
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

関
東
地
方

環
境
美
化

運
動

６
月
２
日
(
日
)
〔
雨
天
の
場
介
は
９

日
(
日
)
〕
の
午
前
中
一
時
間
程
度

清
掃
範
囲
…
町
会
の
公
園
な
ど
の
公

共
ス
ペ
ー
ス
や
家
の
周
辺

醴
清
掃
業
務
課
業
務
第
一
係

江
戸
川

ク
リ

ー
ン
大
作

戦

６
月
２
日
(
日
)
〔
雨
天
の
場
合
は
９

日
(
日
)
〕
の
午
前
９
時
～
1
0
時

清
掃
範
囲
…
江
戸
川
河
川
敷

固
清
掃
管
理
課
庶
務
係

気
楽
に
い
じ

め
電

話
相
談
を

ご
利

用
く
だ
さ
い

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜

日
、

午

前
９
時
3
0分
～
午
後
４

時

相
談
先
登
０
４
７
１
・
3
4・
4
1
5

2
番

固
柏
児
童
相
談
所
容
０
４
７
１
・
3
1

・
7
1
7
5

番

学

童

災

害

共

済

制

度

に

加

入

を

共

済
期

間
平

成
８
年

４
月

１
日

か

ら
９

年
３
月
3
1
日
　

掛
け
金

一
人

年

間

百
円
　

見

舞
金

学
校

管
理
下

外

の

事

故

で
、
負

傷

の
程
度

に
応

じ
て
最

低

一
万

か

ら
最

高

六

千

力
円

ま
で

（
交

通
事

故
・
風

水
害

・
震

災
に

よ

る
事

故
は

対
象
外

）

圃
５
月
1
3
日
(
月
)
ま
で
に
、
①
市
立
小
・

巾
学

校
児

童
・

生
徒

は
各
学

校
へ

②

市
内

在
住

で
私

立
小

・
中
学

校
通

学

児

童
・

生
徒
は

、
教

育
委
員

会
保

健

体
育

課

へ

固

保
健
体

育
課

保
健

係

容
6
6
・
7
4

5
9

番

ア
メ
リ

カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

防
除
は

ご
家
庭

で
お
願
い
し

ま
す

今
年
度
か
ら
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
防
除
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る

積
極
的
な
自
主
防
除
の
推
進
を
図
る

た
め
、
各
家
庭
で
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

防
除
に
必
要

な
器
具
や
薬
剤
は
、

市
役
所
（
農
政
課
）
と
各
支
所
で
貸

し
出
し
・
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
市

が
委
託
し
た
専
門
業
者
に
よ

る

防
除
は
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

問
農
政
課
指
導
係

従　　来‾T‾‾‾今年度から

自

転

車

や

オ

ー

ト

バ

イ

の

盗

難

に

注

意

し

ま

し

よ

う

・
路
上
に
長
時
間
放
置
し
な
い
。

・
駐
車
（
輪
）
す
る
と
き
は
、
必
ず
施
錠
す
る
。

・
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
キ
ー
を
抜
き
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
す
る
。

・
オ
ー
ト
バ
イ

’
自
転
車
に
は
補
助
錠
を
付
け
る
。

・
自
転
車
に
は
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
防
犯
登
録
を
す
る
。

※
自
転
車
防
犯
登
録
は
、
自
転
車
販
売
店
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

閲
松
戸
警
察
署
豐
6
9・
0
1
1
0
番
、
松
戸
東
警
察
署
a
4
9・
0
1
1
0

番

中
小
企

業
向
け
融
資
制

度
の
一
部
か

変
わ
り
ま
し

た

資金名   返済期間  融

資利率  保証料  利子補

給率

問
商
工
観
光
課
融
資
係
容
6
6・
7
3
2
7
番

※経済変動対策資金の受付期間は平成９年 ３月末日までです。

おはなし　
キャラバン

ｺﾞミゼロ運動にご協力を

５
／
７
(
火
)
　
一
　
　
８
(
水
)
　
　
一
　
　
９
(
木
)
　
　
1
1
(
土
)
　
　
　
　
1
2
(
日
)

10:50～11:30  1：10～1:40  2:10～2:40   3:20～3:50

三　 ヶ　 月　　 幸　　 田　　 新　 松　戸　　 上　 本　 郷

嗚谷台児童公園II第２市営住宅　あおぎり公園　アクティ北松戸

10:50～11:20  1:10～1 : 50･ 2:10～2:50 3:20～3 :50

和 名 ケ 谷　　 常　 盤　 平　　 牧　 の　 原　 河原塚マンション

中台子供の遊び場　や まぶき公園　 牧 の 原 団 地　 エクステ東松戸

10：50～11:30   1 :10～1:40   2 :･00～2 :30   3:10～3 :50

北　松　戸　　干　駄　堀　　上　本　郷　　南　花　島

仲 台 公 園　水戸工業清和寮　三井生命寮横　 中 町 公 園

10 : 50～11:30    1 :10～1:50  2:10～2:40   3:20～4:00

高 塚 新 田　 高 塚 新 田　 高 塚 新 田　 野 菊 野

10 : 50～11:30   1:00～1:30    2:00～2:30  3：10～3:50

小山マンション　 下　矢　 切　　 秋　　 山　　 松 戸 三 丁 目

低　　 木

(自 主防

除が可能

な 場合)

高　　 木

(自主防

除が困難

i な場合)

市農政課にお

いてのみ防除

器具の貸し出

しおよび薬剤

を交付。

本庁（ 農政課） のほ

か各 支所でも防 除器

具の 貸し 出しと 薬剤

を交 付（ ６月 上旬～

９月下 旬）。

各家庭や町会等で自

主的に最寄りの造園

業者等に依頼してい

ただきます(有料)。

市が要請を受けた

町( 自治) 会に専

門( 造園) 業者を

向かわせ、防除を

実施(無料)。

運転責金

設備資金

小企業者

運転資金

小企業者

設鶸資金

開業育成

員金

経済変動

対策資金

季節資金

従業員福

利厚生施

2,000万円5年以内

3,000万円10年以内

500万円 ５年以内

500万円10 年以内

500万円7年以内

１年以内

年2.8％

1 年超～

５年以内

年3.3％

5 年超～

／年以内

年3.5％

7年超～10年以内年3./％

申込時の

金利で固

定

50万円

以下

年0.52％

50万円超

100万円

以下

年0.76％

100万円

超

年0.95％

年1.0%

以内

年1.0%

以内

年3.5％

以内

年3.5％

以内

年3.5％

以内

年3.7％

以内

年3.5％

以内

年1,0％

以内

キ
ャ
ラ
バ
ン
定
期
公
演
も

見

に
来
て

ね
／
（
予
定
表
は

６
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

おはなしキャラバンの職員を乗せて､20ヵ 所を回り ます

広報 １９９６年(平成８年)５月５日

6/2(日)

5/1

1(日

)



0 ４７３から０４７に
固Ｎ丁丁市川支店 0120-47-3047番

平
成
９
年
１
月
１
日
か
ら

市
外
局
番
が
変
わ
り
ま
す

こ

れ
ま
で
の
０
４
７

３

・

△

△
・
■
■
■
■
番
は
０
４
７

・
３
△
△
・
■
■
■
■
番
に

0
4
7
3
地
域
以
外
か
ら
通

話
す
る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ

さ
い

「
ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出
し
方
」
の

チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま
す

町

会

・
自

治

会

を

通

じ

て

各

家

庭

に

配

っ

て

い

ま

す

。
ま

た

、
市

民

課

・
各

支

所

に

も

用

意

し

て

い

ま

す

。

ご

み

を

出

す

と

き

は

、

こ

の

チ

ラ

シ

に

記

載

さ

れ

て

い

る

種

類

別

に

分

け

て

出

し

て

く

だ

さ

い

。

※

中

身

の

見

え

な

い

黒

い

ビ

ニ

ー

ル

袋

は

使

わ

な

い

で

く

だ

さ

い

。

※

資

源

ご

み

の

紙

類

と

そ

の

他
（

布

類

、
ビ

ン

・
カ

ン

類

な

ど

）
は

、
収

集

車

が

別

々

に

回

っ

て

い

ま

す

の

で

、

混

じ

ら

な

い

よ

う

仕

分

け

し

て

く

だ

さ

い

。

※

ご

み

の

集

積

所

は

き

れ

い

に

使

い

ま

し

よ

う

。

固

清

掃

業

務

課

業

務

第

一
係

平成8年

度版

ご利用ください
市民葬儀制度

こ
れ
ま
で
の
△
△
・
」

・
・
・
番
の
電
話
番
号

は
変
わ
り
ま
せ
ん

変
更

後
、
０
４
７

地

域
内
で

通
話

す
る
場
合
は

、
こ

れ
ま

で
の
市

内
局
番
（
ニ

ケ
タ
）

の

前
に
「
３

」
を

付
け
て

く

だ

さ
い

市
民

葬
儀

制
度

は

、
市
民

に

ご
不

幸

が
あ

っ

た
と

き
、

経
済

的
で

厳
粛

な

葬
儀

が
行

え

る
よ

う
に
設

け

ら
れ

ま

し
た

。

こ

の
制
度

は

、
市

と
市

の
指
定

を

受

け

た
葬

祭

業

者

と

の

問

で

、
「
祭

壇

」

お
よ

び
そ

の
飾

り
付

け
の
内

容

や
料
金

に

つ

い
て
協

議
し

、
合

意

に

よ

り
実

施
し

て

い

る
も
の

で
す

。

対

象
・
：
施

主

ま
た

は
死

亡
者

が
市

民

で

、
市
内

で
行

う

葬
儀

内

容
・
：
こ

の
制
度

で
利

用
で

き

る

祭
壇
の
種
類
と
料
金
は
下
表
の
と
お

り

で

す
。

※
棺
・
遺
影
写

真

代
・
礼

状
印

刷
代
・

読

経
料

・

供
花
代

・
市

の
式

場

使

用

料
・
火

葬
料
・
霊
柩
（

き

ゅ
う
）

自
動

車

使
用

料

・
納
骨

容
器

代
等

は
こ

の
料
金

に
含

ま

れ
て

い
ま
せ

ん
。

※
申

し

込
み

の
際

に
、
取

扱
指

定

店

（
下

表

）

へ
お
問

い
合

わ
せ

く

だ

さ
い
。

固

斎
場

容
8
7
・
4
0
4
2

番

祭
壇
の

種
類
と
料

金

取

扱

指

定

店

（
5
0
音

順

）

対
象
と

な

る
私

道
…

①
幅

員

が
原

則
と
し
て
四
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
以
上
②
両
端
ま
た
は

一

端

が
公

道

に
接
し

て

い
る

③

築
造

か
ら
五

年
以

上
経

過
し

て

い
る
④
五

世

帯
以
上

の
住
居

が
隣

接
し

て

い
る

⑤
工

事

に
支

障
と

な

る
物
件

が
な
い

⑥

側
溝

敷
設

に

つ
い
て

は
、

公

道
等

の

排

水

施

設

に

接

続

が
可

能

な

こ

と
、
以
上
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し

て

い
る
こ

と

工

事
の

申
請

者
…
私

道
敷

地

の
所

有

者
等

の
総

意

に
基

づ
き

．
切

の
権

限

を
委

任

さ
れ

た
人

、
ま

た

は
私

道

敷
地
等
の
管
理
に
つ
い
て
組
合
等
が

設

立

さ
れ

て

い
る
場

合
は

そ

の
長

受
付
期
間
…
５
月
７
Ｈ
(
火
)
～
3
1
(
金
)

工

事
内

容
・：
舗
装
工

事

は
ア

ス
フ

ァ
ル
ト

舗

装
ま

た

は
コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

、
側

溝
工

事

は
Ｕ
字

溝

（
蓋

つ

き
を

含
む

）
ま

た

は
Ｌ
型

溝

指導の舗装(新設・補修)

側溝敷設を援助します

地
元
負
担
見
込
額
…
左
表
の
と
お

り
で
す
が
、
現
場
の
状
況
に
よ
７
変

更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

固

道
路
管
理
課
業
務
係

業者名  住所  電話番号

火葬料（一体につき）　 霊柩車使用料（市斎場）

実車料10kmまで

4,000円

1kｍ増すごとに

140 円

(消費税が加算されます)

区分  料金

広
報
ま

つ
ど
「
用

途
地

域
改
正
特

集

号
」

の

訂

正

３
月
3
1
日
に
発
行
さ
れ
た
広
報
ま

つ
ど
「
用

途

地
域

改
正

特

集
号

」
で

、

「
用

途
地
内
の
建

築
物
の
用

途
の
制
限

の
概
要

」

の
中

の
店
舗

等

の
部

分
の

う
ち

、「
店

舗
等

の
床
面

積

が
1
5
㎡
以

下

」
は
誤
り

で
し

た

の
で

、「
１
５

０

㎡
以
下

」

に
訂
正

し

ま
す

。

問

都

市
計
画

課

計
画
係

市

立

病

院

・

東

松

戸

病

院

眼

科

外

来

の

休

診

休
診
日
５
月
1
6
日
(
木
)
・
1
7
日
(
金
)

類

市

立

病

院

眼

科

外

来

容
6
3
・

２

１

７

１

・

内

線
2
1
0
6

番
　

東

松
戸

病

院

総

務

課

医

事

係

公
9
1
・

５
５
０
０
・
内
線
２
１
９
０
番

青
い
鳥
郵

便
ハ

ガ
キ

を
差
し

上

げ

ま
す対

象
一
級
ま
た
は
二
級
の
身
体
障

害
者
　
枚
数
一
人
当
た
り
二
十
枚

圃
５
月
3
1
日
(
金
)
ま
で
に
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
お
近
く
の
郵
便
局
へ

（
代
理
人
、
郵
便
も
可
）

醴
松
戸

郵

便
局

萱
6
3・
8
1
5
1

番
、
松
戸
北
郵
便
局

昔
4
2・
1
0
6

6
番

教
育
委

員
会
会
議
を

開
催

５
月
1
6
日
(
木
)
午
後
２
時
0
0
分
か
ら

会
場
教
育
委
員
会
五
階
会
議
室
　
議

案
「
体
罰
予
防
の
た
め
の
人
権
教
育

の
実

施
等
を
求

め
る

請
願

に
つ
い

て
」
ほ
か

固
教
育
委
員
会
企
画
調
整
室
＆
6
6・

7
4
5
5
番

ぞ
れ
二

分

の
一
の

補
助
金

が
交

付
さ
れ
ま
す
。

圃
所
定
様
式
に
、
死
亡
公
報
の
写
し

ま
た
は
戦
没
者
の
除
籍
謄
本
と
医
師

の
証
明
書
等
を
添
え
て
、
援
護
課
窓

口
へ

固
援
護
課
社
会
係

戦
跡
慰

霊
巡
拝

時
期
・
地
域
左
表
の
と
お
り
　
対

象
①
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に

お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
（
配
偶
者
・

父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
）
で
あ
る
こ

と
②
健
康
状
態
の
良
好
な
人
③
年
齢

は
、
原
則
と
し
て
七
十
五
歳
以
下

で

あ
る
こ
と
。

※
参
加
者
に
は
、
国

・
県
か
ら
そ
れ

地域  実施時期  概算経費赤
十
字
社

員
（
会
員
）
に

ご
加
入
を

㈲愛　　運　　社

㈱ ア ー バ ン ラ イ フ

石　井　葬　儀　社

㈲ 伊 原 葬 儀 社

㈱ エ スケ イ 市 民 共 済

㈲ カ イ ン ド 社

㈲ 柏 葬 祭 セ ン タ ム

㈲広　　 善　　 社

昭　 和　 興　 業 ㈱

゜㈲ 杉 浦 葬 儀 店

㈲セレモアむつみ

セ ン ト ラ ル 総 合 ㈱

㈲創　　蓮　　社

㈲ 東　 葛　 葬　 祭

㈲ と き わ 平 葬 儀 社

㈲ 都　 民　 典　 社

㈱日　 本　 式　 典

㈱ 松 戸 葬 儀 社

㈲ 艱 崎 葬 儀 社

㈱ ラ イ フ ケ ア

西馬橋相川町169

小 金 原5  -24-  4

六 実5-23-1

馬 橋1903

ニツ木二葉町198

古 ケ 崎2-3148-6

上本郷3004-101

幸 谷682

小金き よし ケ丘.4-15-13

松戸新田579-28シャトー中村

根本５-４

六高台5-90

河 原 塚258

二十 世紀 が丘戸 山町125

高塚新田631

松戸1485

常盤平2 -21- 1

六実1-52-2

栄町4-205－

松戸1692

小山227

古ケ饐3-3419

松戸1112

42-4444

47-5000

86-0856

43-4310

88-001/

52-4444

67-6039

41-3356

41-6644

69-4444

62-2542

83-4144

91-9

11891-1611

91-5726

63-2001

85-2622

89-555564-0495

62-2317

91-3763

63-0983

15歳以上　　3,000円

死胎　　　　　1,000円

アスファルト舗 装 鋲 設 工 事

ア ス フ ァ ル ト

舗 装 補 修 工 事

（オーバーレイ）

コ ン ク リ ー ト

舗 装 新 設 工 事

Ｕ 字 溝 敷 設 工

事（蓋なし）

U字溝敷設工

事（蓋つき）

Ｌ 型 溝 敷 設

工 事

※工法の 選定は 、道路形態により 異なり ます。

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

A

∧

Ａ

Ｂ

Ｏ

Ａ

Ｂ

1,430円 ／m2　　2,010 円／ ぽ

２,71O円／m2　　3,790円／m2

790円 ／m2　　1,110 円 ／m2

960円／m2　　1,340円／m2

4,950円／m2　6,940円／m2　

4,660 円／m　　6,520 円 ／m

9,110 円／m　　12,760 円 ／m

10,350 円／m　　14,490 円／m

9,570 円／m　　13,410 円／m

3,550 円／m　　4,970 円／m

4,450 円／m　　6,230 円／ｍ

「
す

べ
て
の
人
々
に
人
間
の
尊
厳

を
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
赤
十
字
社

員
（
会
員
）
増
強
・
社
資
募
集
運
動

を
展
開
し
ま
す
。

災
害
救
護
や
献
血
・
医
療
活
動
な

ど
は
、
皆
さ
ん
の
浄
財
（
社
費
）
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
会
役
員
・
赤
十
字
奉
仕
団
員
の

皆
さ
ん
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
運

動
の
趣
旨
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
加
入
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

固
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
松
戸

心
地
区
（
援
護
課
内
）

旧ソ連墓参(８力所)

ア リ ュ
ー シ ャ

ン 列 島

モンゴル墓参

中 国

樺 太 追 悼 式

西 イ リ ア ン

ハ ラ オ 諸 島

フィリピン(1回目)

ミ ャ ン マ ー

東 部 ニ ュ
ー

ギ ニ ア

フ ィ リ ピ ン( ２ 回 目)

６月 下 旬

～10 月 中 旬

７月 上 旬

８ 月 下 旬

８ 月 下 旬

９月 中 旬

10 月 中9

11 月 上 旬

11 月 下 旬

９年

１月 下 旬

２月 中 旬

３月 上 旬

20万円　1

～35万円

39万円

～41万円

25万円

～30万円

25万円

～30万円

15万円

～20万円

35万円

～37万円

29万円

～31万円

19万円

～21万円

29万円

～31万円

41万円

～43万円

19万円

～21万円

広報 １９９６年(平成８年)５月５日

種　類 料　金 内　容

Ａ

５段飾り
80,000円

祭壇貸し

付け、飾

り付け、

受付用品、

消耗品な

どを含む

Ｂ

３段飾り
50,000円

Ｃ

３段飾り
38,000円

工 事 種 別
工

法

両端が公道に

接する道路

一端か公道に

接する道路



増尾清著「安全に食べる野莱・果物」参考

『食』の安全を考える
消 費 者
月間特集

互いに混和しないものを

均一に乳化させます。
味の付与・調整など、味覚の向上、改善に用い

られるもの。調味料の種類をカッコ書きし ます。

こ
ん
な
に
使
わ
れ
て
い
る
食
品
添
加
物

私
た
ち
の
食
生
活
は
非
常
に
豊
か
に
、
ま
た
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
こ
と
と
引
き
換
え
に
、
日
々
の
食
卓
に
は
何
か

し
ら
の
加
工
食
品
ガ
の

ぽ
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
数
多

く
の
食
品
添
加
物
を
口
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
食
品

添
加
物
に
不
安
を
持
つ
市
民
の
一
人
の
村
山
さ
ん
と
共
に
、
管
理

栄
養
士
の
上
野
さ
ん
に
食
品
添
加
物
と
そ
の
表
示
に
つ
い
て
尋
ね

て
み
ま
し
た
。

鶇
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
a
6
6・
7
3
2
9

番

れ
る
物
質
で
す
。

村
山
　

た
く
さ
ん
種
類
が
あ
る
よ
う

で
す
が
。

上

野
　
化
学
合
成
品
と
天
然
物
を
合

わ
せ
る
と
、
食
品
添
加
物
は
少
な
く

と
も
千
四
百
品
目
以
上
あ
り
ま
す
。

用
途
別
に
大
き
く
五
つ
の
項
目
に

分
け
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・

製
造
加
工
に
必
要
な
も
の

塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
の
豆
腐
凝

固
剤
、
中
華
ソ
バ
用
の
「
か
ん
す

い
」
な
ど

・

腐
敗
、
変
質
を
防
ぐ
も
の

ソ
ル
ビ
ン
酸
等
の
保
存
料
、
ジ
フ

ェ
ニ
ル
等
の
防
カ
ビ
剤
、
酸
化
を

防
ぐ
酸
化
防
止
剤
、
微
生
物
を
殺

適切な口日 領域に保つ

ために用いられます。

食品中の油脂、その他の成分が

酸化し て悪くなるのを防ぎ ます。

食品になめらかな感じや粘り 気

を与えます｡

す
殺
菌
料
な
ど

●
風
味

、
外

観
を

良

く
す

る
も
の

調
味
料
、
香
料
、
着
色
料
、
甘
味

抖
、
酸
味
料
、
発
色
剤
、
漂
白
剤

な

ど

・

品
質

を

向
上

さ
せ

る
も
の

乳
化

剤
、

増
粘

剤

な
ど

・

栄

養

価
を
補

充
強

化
す

る
も
の

ビ
タ
ミ
ン
、
　
ミ
ネ
ラ
ル
、
ア
ミ
ノ

酸

な

ど

わ
れ
ま
す
。

例
え

ば
、

パ
ン
を
例
に
考
え
て
み

る
と
、
昭
和
3
5年
こ
ろ
ま
で
は
、
自

分
の
家
で

パ
ン
を
焼
き
、
そ
の
場
で

売
る

パ
ン
屋
さ
ん

が
ほ
と
ん

ど
で
し

た
。
こ
う
い
う

パ
ン
屋
さ
ん
は
そ
の

日
に
焼
い
た
も
の
を
そ
の
日

に
売
っ

て
、
売
り
切
れ
れ
ば
終
わ
り

で
し
た

で
す
か
ら
保
存
の
心
配

が
な
く
、
食

品
添

加
物
な
ど
は
必
要
と
し
な
か
っ

た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
大
量
生

産
の

パ
ン
は
、
製
造
か
ら
消
費
者
の

目
に
入
る
ま
で
に
は
時
間

が
か
か
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と

パ
ン
は
固
く
な

り
ま
す
の
で
、
食
品
添
加
物
の
乳
化

安
定
剤
な
ど
を
入
れ
て
い
つ
ま
で
も

柔
ら
か
さ
を
維
持
さ
せ
た
り
、
保
存

が
き
く
よ
う
に
保
存
料
を
添
加
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ヒ

ド

ロ
キ
シ
ア

ニ
ソ

ー

ル
、
（

口
成

保

存

料
の
ソ

ル

ビ
ン

酸
、

ソ
ル

ビ
ン
酸

カ

リ
ウ

ム
、

オ
ル
ト

フ

ェ

ニ
ル
フ

ェ

ノ

ー
ル

、
殺
菌

料

の
過

酸
化

水
素

な

ど

が
あ
り

ま
す

。

ま
た

、
品
質

改

良

剤
の
重
合
リ
ン
酸
塩
は
、
多
食
す
る

と
骨

の
形

成
異

常

が
起

こ
る

と
言

わ

れ

て

い
ま
す
。

村
山

添

加
物

の
不

安
な

部
分

を

お

聞

き
し

ま
し

た

が
、
添

加

物

か
ら
身

を
守

る
に

は
ど

う
し

た
ら
よ

い
の
で

す

か
。

上
野
　

で

き
る

だ
け

手
作

り
料

理

を

心

が
け
、

直
販

の
加
工

食

品

を
少

な

く
す

る
こ

と
で

す
。

購
入

す

る
場

合

に
も
、
添

加
物

表
示

の

少
な

い
も

の

を
選

ぶ
よ

う

に
し

て
く

だ

さ

い
。

ま

た
、
調

理
法

を
工

夫
す

る
こ

と

に
よ

っ
て

、

あ
る

程
度

は
添

加

物

が
囗
に

入

る
の
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

例
え
ば
、
生
中
華
麺
の
場
合
、
ゆ
で

こ
ぼ
し
た
り
、
ハ
ム
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ

は
包

丁

で
切

れ
目

を
入

れ
て
湯

通
し

を
す

る
と

か
、

か
ま

ぽ
こ
も

一
度
湯

通
し

を

す
る
と

い

い
で

す
ね

。

い
ま

や
食

品
添

加
物

を
取

ら
ず

に

食

生
活

を
送

る
こ

と

は
ほ
と

ん

ど
不

可

能
で

す
。
食

品

添
加

物
を

避
け

る

だ
け
で

な
く
、

上

手
に

付
き

合
う

た

め

の
知

識
や
情

報

を
得

る
こ

と

が
大

切
で

す
。

高
度
経
済

成
長
が

増
加
の
背

景

村
山
　
な

ぜ
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

上
野
　
昭
和
3
5年
こ
ろ
か
ら
日
本
は

高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
都
市
へ

の
人
日
集
中
に
よ
る
大
量
の
食
品
供

給
の
必
要
性
な
ど

が
食
品
生
産
の
近

代
化
を
促
し
、
大
量
生
産
・
大
量
販

売
体
系
を
つ
く
り
あ
げ
た
た
め
と
思

自

分

の

目

で

表

示

を

読

も

う

村
山
　

ど
の
よ

う

に
表
示

さ

れ
て

い

る

ん
で
す

か
。

上
野
　

従

来

は
、

い
わ

ゆ
る

合
成
添

加

物

が
主
と
し

て
用

途

名
で

表
示

さ

れ

て

き
ま
し

た

が
、
平

成
３

年
７
月

か
ら
食

品
に

使
用

さ
れ

る
添

加
物

は

合

成
と
天

然

の
区

別
な

く
、

す

べ
て

表
示

さ
れ

る
こ
と

に
な
り

ま
し

た

。

調

理

パ
ン
を

例

に
挙

げ
ま
し

た

の
で
、

参
照

し
て

く

だ
さ

い
。

村
山

特

に
気

を
つ
け

た

い
添

加
物

に
は

ど
ん

な
も

の

が
あ
る

の
で

す

か
。

上

野
　

合
成

着

色
料

で
は

発

ガ
ン
性

の
疑

い
の

あ

る
赤
色

２
号

、
１

０
４

号
、

１
０

６
号

な

ど

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
発

色
剤

の
亜

硝
酸
ナ

ト

リ
ウ

ム
も

発

ガ
ン
性

の
疑

い

が
あ
り

ま
す

。

そ
の

ほ
か
発

ガ
ン

性
の
疑

い

の
あ

る
も

の
と
し

て

は
、

合
成
甘

味

料
の
サ

ッ

カ
リ

ン
と
サ

ッ
カ
リ

ン
ナ

ト

リ

ウ
ム
、

酸
化

防
止

剤

の
ブ
チ

ル

上
野

さ

ん

詳
し
く
知

り
た

い
方

は

消
費
生

活
セ
ン
タ

ー
へ

消

費

生
活

セ

ン

タ
ー

で

は

毎

年

「
夏

休

み
親

子

教
室
」
を
開

催
し
、

ジ

ュ
ー
ス
な
ど
の
着
色
料
の
テ
ス
ト
を

行

っ
て

い
ま
す

。
ま

た
、「

い
き

い
き

講
座

」
で

は
食

品

の
安
全

性
に

つ

い

あなたの不安にお 答えし ます

て
の
学

習
会

に
講

師
を
派

遣
し

ま

す
。

今

回

、
「
く

ら
し

の

セ
ミ

ナ

ー
」
で

は
食

の
安
全

性
を
テ

ー

マ
に
三

回

に

わ
た

っ
て

講
座
を

開
催

い
た
し

ま

す
。

十

分

に
お
伝
え

で

き
な

か

っ
た
部
分

が
た

く
さ

ん
あ
り

ま
す

の
で

、

ぜ
ひ

参

加
し

て

い
た

だ
き
、

食

の
安
全

性

を
見
直

し
て

い
た
だ

き
た

い
と
思

い

ま
す

。

「
く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
者
募
集

５
月
の
消
費
者
月
間
に
ち
な
み
、

最
近
の
消
費
者
問
題
を
考
え
る
た
め

に
毎
年
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。今

年
の
セ
ミ
ナ
ー
は
「
食
」
を
テ

ー
マ
に
、
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し

ま
す
。

くらしのセミナー日程表

費
用
無
料
定
員
先
着
旧
四
十
人
（
全

回
出

席
で

き

る
人

の
み

）

圃

開
催

日
の
三

日

前
ま

で
に

、
電

話

ま
た

は
（

ガ
キ
で

、
〒
2
7
1松
戸

市
小

根
本

七
の
八

京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸

第

２

ビ
ル
松
戸
市

消
費

生
活

セ
ン
タ
ー
（

容

6
6・
7
3
2
9

番

）

へ

5/18(土)　　5/2(土)　　6/1(土

)蜘 水

~正午　　　~正午　　　~4時

輸
入
食
品
の
現
状
と
課
題

日
本

は

世
界
最

大

の
農

産
物
輸
入

国
で

す

。
輸

入
食

品
依

存
率

は
カ

ロ

リ

ー

ベ
ー
ス

で
五
四

％

を
超
え

、
国

民

の
豊

か
な
食

生
活

は
輸

入
食

品

な

し

に
は

成
り

立
た

な

い
状
況

と
な

っ

て

い
ま

す
。

野
菜

や
果

物
の

旬

が
分

か
ら
な

く
な
っ
て

い
る
昨
今

で
す

が
、

一
役

か
っ
て

い
る

の

が
輸

入
食

品

な

の
で

す

。

例
え

ば
、

健
康

ブ
ー

ム
で

注
目

さ

れ
て

い
る
カ

ボ
チ

ャ
は

本
来

１
月

～

５
月

こ
ろ

が
端
境

期
で

す

が
、
日

本

と

は
反

対

の
季
節

の
ニ
ュ

ー

ジ
上

フ

ン

ド

か
ら

の
輸
入

物

が
店

頭
に

並
ふ

よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

こ

の
よ
う

に
輸

入
食

品

は

「
食

」

の
豊

か
さ
を

求
め

て
増

え

つ

づ
け

て

い
く
も

の
と

思
わ

れ
ま

す

が
。
そ

れ

と

と
も

に
安

全
性

の
面

か
ら

も
対

処

輸 入野 菜・果 物 とのつ きあ い法

し
て

い
く

こ

と

が
必
要

で

す
。

こ
こ

で
輸

入
食

品

の
安

全
性

に
か

か
わ
る

問

題
点

を
挙

げ
て

お
き
ま

し
ょ

う
。

ま
ず

、
日

本
と
外

国
で

は

、
食

品

の
規
格

基
準

が
異

な
り
、

許
可

着
色

料

の
種

類

な
ど
に

差
異

が
あ
り

ま
す

。

ま
た
、

気

候
や
自

然
、

衛
生
事

情

の

違

い
か
ら
、
国

産

品
に

は
見

か
け

な

い
カ

ビ
毒

が
見

つ
か
る
場

合

も
あ
り

ま
す

。
日
本

で

は

バ
レ
イ

シ

ョ

に
し

か
許
可

さ

れ
て

い
な

い
、
発

芽
防

止

や
殺
菌

の

た
め

の
放
射

線
照
射

も

、

国
に
よ
っ
て
は
タ
マ
ネ
ギ
や
香
辛
料

に
対
し

て

も
行

わ
れ
て

い
ま

す
。

殺

虫
や

殺
菌

の
目
的

で
収

穫
後

に
使

う

農
薬

（

ポ
ス
ト
（

Ｉ

ベ
ス
ト

農
薬

）

も
口

本
で

は
認
可

さ
れ
て

い
ま
せ

ん

が
、

ア
メ
リ

カ

や
イ

ギ
リ
ス

な

ど
で

は
認

め
て

お
り

、
輸
入

食
品

の
実

態

調
査

で
も

現
に
検

出

さ
れ
て

い
ま
す
。

ま

た
、
せ

っ

か
く
通
関

し
て

も
、

そ

の
後
長

期

に
わ
た

っ
て

港
に
野

積
み

食

品
　
添
　
加
　
物
　
　
　
　
　
｛
　

野
積
み

食

品

添

加

物

の

意

味

を

知

ろ

う

村
山

食

品
添
加

物

っ
て

ど
ん

な
物

な

の
で
す

か
。

上

野

食

品
衛

生
法
で

用

い
て

い
る

用
語

で

「
食

品

の
製

造
過

程
に

お

い

て
、

ま
た

は
食

品
の

加
工

も
し

く
は

保

存
の
目

的
で

食
品

に
添
加

、
混

和
、

浸
潤

そ
の

他
の

方
法

に
よ

っ
て

使
用

す

る
物
を

い
う

」
と

定
義

さ

れ
て

い

ま

す
。
分

か
り

や
す

く
言

え

ば
、
食

品

の
加
工

に
際

し
て

保
存

性
を
よ

く

す

る
、

品
質
を

向
上

さ
せ

る
、

栄
養

価

を
補
充

強
化

す

る
、
風

味
を

良
く

す

る
な

ど
の
目

的
で

食
品

に
加

え

ら

パン・菓子などの製造工程でイー
ス卜の栄養源などに用いられます。

ヒダタ ミ ンＣ の こ と で す。

食品を 着色するもの です。

カビや微生物などの発育を抑 制

’し、 食品を保存するものです。

着色料と 異なりそ れ自身は無 色ですが、

´ 食品の色素に反応して食品の 色を保持し ま

す。

一 色・変質を防ぎ ます。

リンの摂りすぎには注意が必要です。

奈調理パンーつを 例にとっても、

これだけの食品添加物が含まれています

用
途
別
の
主
な
食
品
添
加
物
例

保　　存               加　工，　　　　　　大
森
義
仁
、
藤
巻
正
生
著
。
わ
か
り
や
す
い
食
品
添
加
物
」
（
社
会
保
険
出
版
社
・
1
9
8
8
年
)
か
ら

種

類

用

途

例

グ

リ

セ

リ

ン

脂

肪

酸

エ

ス

テ

ル

、

シ
ョ
糖
脂
肪
酸
エ
ス
テ
ル

硫

酸

ア

ル

ミ

ニ

ウ

ム

カ

リ

ウ

ム

、

炭

酸

水

素

ナ

ト

リ

ウ

ム

ア

ル

ギ

ン

酸

ナ

ト

リ

ウ

ム

、

メ

チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス

エ

ス

ー
ノ

ル

ガ

ム

、

酢

酸

ビ

ニ

ル

樹

脂

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
Ｄ
マ
ン

ニ

ト

ー

ル

Ｌ
‐
ア
ス
亅
ル
ビ
ン
酸
、
Ｌ
‐
リ

ジ

ン

塩

酸

塩

Ｌ
・

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ナ

ー
ペ
リ
ウ
、

５
‐
イ
ノ
シ
ン
酸
 
 
 
ナ
ト
リ
ウ
ム

｀

酢

酸

、

ク

⊥

ン

酸

サ
ッ
カ
リ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム

酢

酸

エ

チ

ル

、

八

二

り

ン

食

用

黄

色

４

号

、

銅

ク

ロ

ロ

フ

ィ

ル

亜

硝

酸

ナ

ト

リ

ウ

ム

、

硝

酸

ナ

ト

リ

ウ

ム

亜

硫

酸

ナ

ト

リ

ウ

ム

、

次

亜

硫

酸

ナ

ト

リ

ウ

ム

‐

安

息

香

酸

、

ソ

ル

ビ

ン

酸

サ

ラ

ン

粉

、

次

亜

塩

素

酸

ナ

ト

リ

ウ

ム

エ

リ

ソ

ル

ビ

ン

酸

、

ジ

ブ

チ

ル

ビ

ド

ロ

キ

シ

ト

ル

エ

ン

オ

ル

ト

フ

ユ

ー
ル

フ

Ｔ

｛

ソ

ー

ル

、

ジ
フ
エ
ニ
ル

水

と

油

の

よ

う

に

互

い

に

混

和

し

な

い

も

の

を

均

一

に

乳

化

さ

せ

る

も

の

ケ

ー

キ

な

ど

こ

膨

ら

み

を

Ｉ

え

る

目

的

で

使

用

す

る

も

の

食

品

に

な

め

ら

か

な

感

じ

や

粘

り

気

を

与

え

る

も

の

チ

ュ

ー

イ

ン

ガ

ム

の

基

材

こ

用

い

る

も

の

－
　

－

－
－

－
－
－

－

－

そ

の

他

、

食

品

の

製

造

に

使

用

す

る

も

の

食
品
の
栄
養
系
を
強
化
す
る
も

の食
品
に
う
ま
味
を
与
え
る
も
の

食

品

に

酸

味

を

与

え

る

も

の

食

品

に

甘

味

を

与

え

る

も

の

食

品

に

香

り

を

与

え

る

も

の

食
品
を
着
色
す
る
も
の

肉

類

の

鮮

紅

色

を

保

持

す

る

も

の食

品

を

漂

白

す

る

も

の

カ

ビ

や

微

生

物

な

ど

の

発

育

を

抑

制

し

、

食

品

を

保

存

す

る

も

の

食
品
に
付
着
し
か
微
生
物
な
ど

を

殺

菌

す

る

も

の

油

脂

な

ど

の

酸

化

を

防

ぐ

も

の

か
ん
き
つ
類
の
カ
ビ
防
止
に
使

用

す

る

も

の

乳
　

化
　

剤

膨
　

張
　

剤

増
　
粘
　
剤

ガ

ム

ベ

ー

ス

そ

の

他

の

良

品

添
　

加
　

物

栄

養

強

化

剤

調
　
味
　
料

酸
　

味
　

料

甘
　
味
　
料

杳
　
　
　
　

料

着
 
 
直
　
料

発
　

色
　

剤

漂
　

白
　

剤

保
　

存
　

料

殺
　

菌
　

料

酸

化

防

止

剤

防

か

び

剤

不安項目   　買い方･選び方　　　　　　｜　除毒法

野菜類

果物類

果物類

野菜 類

一部を除い てま だ輸入が少ない。なるべく

野菜類は国内産のものを買う。

輾入の多いものに さく らんば、いちご、 バ

ナナガある。いちごは７～11月頃までは輸

入が多い。旬を買えば国内産のものである。

レモン、グレープフルーツ、オレンジなど

はオルトフェニルゲノール(ＯＰＰ)、チ

アベンダゾール(丁日Ｚ)の防カビ剤を使用

し ていないも のがま ずないので、包装さ れ

で、表示があり、防カビ剤の数の少ないも

のを買う。たいてい２種併用が多いから。

輸入のドライフルーツは添加物として農薬

がよく使われているから避ける。

野積みで雨などで汚染された要注意の野菜

類、ザーサイ、らつきよう、やまごほう、

わらび、こごみ、たけのこ、しようがなど

こういう原料の土産品はあまり買わない。

輸 入 の 多 い も の に か ぽ

ち や が あ る が
。

な る べ

く 皮 を 薄 く む く 。 農 薬

は 中 ま で 人 つ て い な い 。

フ リ ー ン ア ス パ う な ど

は ゆ で こ ぼ し

バ ナ ナ は 皮 を む け ば よ

い
。

そ の 他 の 果 物 も 皮

を む く 。 農 薬 は ま ず 果

内 ま で は ほ と ん ど 浸 透

し な い

よ く 洗 う か
、

焼 酎 で ふ

く。OPPは|まとんと

取れないので、薄＜皮

を む く 。 ま た 紅 茶 か ら

|は早く取り出す。グレ

ー プ フ ル ー ツ 、
オ レ ン

ジ は 皮 を む く が ら 大 丈

夫
。

バ ナ ナ は 丁 日 ｚ が

使われているので元を

１ ㎝ く ら い 切 り 取 つ ‾c

皮 を む ＜ 。

手 づ く り を 心 が け る

に

さ
れ
る

例
も

多

い
こ
と

な
ど

も
、

輸

入
食
品

の
安

全

性
に

か

か
わ
る
問

題

点
に

な

っ
て

い
ま
す

。

そ

の
一
方

で
、

肝

心
の
検

疫
所

の

食

品

衛
生
監

視
員

は
全
国

で
百

四
十

三

人

（
平

成
３

年

度
）

と
十
分

な
人

数

で

は
な
く

、
消

費
者

の
心
配

は
少

な

く

あ
り

ま
せ

ん

。

私

た
ち

は
も
と

よ
り

、
未

来
を

担

う

子

ど
も

た
ち

の
健
康

を
考

え

れ
ば
、

輸

入
食

品

の
検
査

・
監

視
の

徹
底

、

表
示

の
改
善

・
徹

底

は
も
ち

ろ
ん

、

お

い
し

く
安

全

に
食

べ
る

た
め

に
私

た
ち

自
身

の
輸
入

食

品
に
対

す

る
意

識
改
革

も

必
要

だ
と
思

わ
れ
ま
す

。

以

上
、
不

安

や
問
題

点
も

多

い
輸

人
食

品
で

す

が
、
野
菜

・
果

物

に
焦

点
を

当
て

、「
輸

入
の
野

菜

・
果

物
と

ど

う
つ

き
あ

っ
た
ら
よ

い
か
Ｊ

左
表

に
ま

と
め

て
み

ま
し

た
の
で

参
考

に

し

て
く

だ
さ

い
。

食
卓
を
占
領
す
る
輸
入
食
品

日時講 演

テーマ

講 師

会 場 京葉カスト松戸第2ビ七万階 会議室

安全な食品を求めるために／

次元つブプる

輸入食品の現

状と問題点

東京都立堯生

郤究所

参事研究員

二島太  郎氏

生活評論家

金森 房子氏

女子栄養大教

授

吉田　 勉氏

ご存じですが？

新しい食品表

安 全 な食 品 を

求める ために

食品添加物の 表示例

村山さん



催

し

物

66-1111市役所の代表電話は

親
子

で
ど
ろ
ん
こ

「
作
物
つ

く
ろ

う

隊
」
募
集

６
月
８
日
(
土
)
午
前
９
時
（
荒
天
の

場

合

は
９

日
に
順

延

）
会
場

県

立
流

山
青

年

の
家
農
園
　

対

象
小

学
四

年

生
以
上
土
高
校
生
ま
で
の
子
と
親

（
毎

月
定

期
的

に
畑

の
手
入

れ

が
で

き

る
人
）
　

定

員
四

十
組
　

内

容
親

子

で

さ

つ
ま

い
も
作
り

に

挑
戦
　

講

師
山

室
敏

郎
氏
　

費

用
五
行

円

（
苗

代

・
保
険

料
等

）
　

持
ち

物
弁
当

・

筆
記

用
具
・
軍

手
・
か
っ

ぱ
・
敷

物
・

移
植

ご
て

な

ど

圃
５
月
2
3
日
(
木
)
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ

に

親

子

の

氏

名

・
性

別

・

年

齢

（
学

年
）
・

住

所

・
電

話
番
号

・
青

年
の

家

バ
ス
利
用

の
有
無

と
乗

車
希

望
場
所

（
Ｊ

Ｒ

武
蔵
野

線

南
流

山
駅

か
東

武
野
田

線

豊
四
季

駅

）
を

記
入

し
て
、
〒
2
7
0
-
0
1
流
山
市
中
一
一
〇

流

山
青

年

の

家

ど

ろ

ん

こ

塾

担

当

（

昔
０

４
７

１
・
5
9・
2
0
0
4

番

）
へ

サ

イ

エ

ン

ス

キ

ャ
ン

プ

「
五

感

で

ウ

ォ

ツ
チ

ン

グ

」

６
月
3
0
日
(
日
)
　
会
場
千
賀
沼
　
内

容
漁
の
体
験
・
船
上
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

ほ

か
　

対

象
小

学
校
五

年

～
中

学
生

定
員
先

着
五

卜
人
　

費
用

約
千
二

百

円

（

船
代

・
保

険
料

）

匣
５
月
７
日
(
火
)
午
前
９
時
か
ら
、
電

話
で
県

立
手

賀

の
丘

少
年

自
然

の
家

昔
0
4
7
1
-
9
1
・
１
９
２
３
番
へ

市
民

会
館
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ

ム
・
こ

ど
も
の

日
特
別

投
影

５
月
５
日
こ
ど
も
の
日
に
ち
な
み
、

幼
児
向
け
番
組
の
特
別
投
影
を
行
い

ま
す
。
当
日
は
一
般
投
影
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
影
時
間
午
前
1
0時
、
午
後
１
時

3
0分
・
３
時
3
0分
の
三
回
（
各
回
と

も
三
十
分
前

か
ら
入
場
券
を
発
売
）

入
場
料
大
人
の
み
五
十
一
円

固
市
民
会
館

容
6
8・
1
2
3
7

番

県

民

の

日

フ

ァ

ミ

リ

ー

シ

ア

タ

ー

「
人

形

劇

こ

ぶ

と

り

じ

い

さ

ん

」

６
月
９
日
(
日
)
午
前
一
１
１
時
3
0
分
～
午

後

１

時
3
0分

と

午
後

２
時
3
0
分

～
４

時
1
0
分
　

会

場

市

川

市

文

化

会

館

定

員
千

九
百

四

十
五

人

（
応

募

者
多

数

の
場

合

は
抽

選
）
　

費

用
無
料

惠

５

月
1
5
日
水

（
必

着
）

ま

で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
申
込
者
全
員
の
住

所

・
氏
名

・
年

齢

・
電

話
番

号

・
希

望

す

る
時

間
を

記
入
し

て
、
〒
2
7
1松

戸

市
小

根

本
七

東
葛

飾
支

庁
県
民

セ

ン
タ

ー

「
フ
ァ

ミ
リ

ー

シ
ア

タ
ー
」

係

（
昔
6
5
・
3
0
0
8

番

）

へ

県

民

の

日

「

フ

ァ

ミ

リ

ー

バ

ス

ツ

ア

ー

」

６
月
1
5
口
(
土
)
午
前
８
時
3
0
分
、
松

戸

市

役
所

前
集

合
　

行

き
先
幕

張

メ

ッ
セ

（
県

民

の
日
中

央

行
事

見
学

）・

県

立

中
央

博
物

館
　

対

象
市
内

在
住

の
小

学

生
以

下

の

お
子

さ
ん

と
そ

の

保

護

者
　

費

用

無

料
　

定

員

百

人

（

応
募

者

多
数

の
場

合
は

抽
選

）

※
昼

食

は
各
自

で
持

参

’

圃
５
月
2
0
口
(
月
)
（
必
着
）
ま
で
に
、

往

復
（

ガ

キ

に

申

込

者

全

員

の

住

所

・
氏
名

・
年

齢

・
電

話
番
号

・
松

戸

市

役

所

前

乗

車

希

望

と

記

入

し

て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
東
葛
飾

支
庁

県
民

セ

ン
タ

ー

「
フ

ァ
ミ

リ

ー

バ
ス
ツ
ア

ー
」

係

（

容
6
5・
3
0
0

8
番

）

へ

県

民

の

日

「

フ

ァ

ミ

リ

ー

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

」

６
月
3
0
日
(
日
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
　

会
場

柏
市

民
文

化
会

館

定
員
先
着
千
四
百
八
十
七
人
　
内
容

歌
物

語
「
雨

を
降

ら
せ

た
竜

」
、
バ
ラ

エ
テ

ィ

ス
テ

ー

ジ
　

費

用
無

料

隰
往
復
ハ
ガ
キ
に
申
込
者
(
一
枚
五

人

ま

で

）

の

氏

名

・

住

所

・
電

話

番

り
と

「
フ
ァ
ミ

リ

ー
フ

ァ

ン
タ

ジ

ー

（
柏

市

）
希

望
」

と
記
入

し

て
、

〒
2
6
0千
葉

市
中

央
区

本
千

葉
町

三

の

一
明

治

生
命
千

葉

ビ
ル

六
階

・
県

民

の
日

実
行

委
員

会

「
フ

ァ
ミ
リ

ー

フ

ァ

ン
タ

ジ
ー

係

（
a
0
4
3・
2
2
4・
6
6

6
4

番

）
へ

全
国

一
斉
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
大

会
‐
見
る
知
る
歩
く
わ
た
し
た
ち
の
街
松
戸

講
座
・
講
演

講

演

会

「

食
生

活

と

健

康

」

５
月
2
8
日
(
火
)
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分
　

会
場

中
央

保
健

セ

ン
タ
ー
　

講

師

聖

徳

人

学

教

授

・
柱

き

み
代

氏

費
用

無
料

※
申

込
不
要

。
当
日

直
接

会
場

へ

圃
中

央
保

健

セ
ン

タ
ー

容
6
6
・
7
4

8
9
番
　
　
－

大

人

の

環

境

入

門

教

室

「
手

賀

沼

か

ら

始

め

よ

う

」

５

月
3
0
日

～
７
月
1
8
日

の
隔

週
木

曜
口
（
全
四
回

）
、
午
後

１
時

～
４
時

（
1
8日

は
午

前
1
0
時

か
ら
）
　

会
場

手

賀
沼

親
水

広
場

対

象

高
校

生
以

上
の

人
（

全
回
参

加
で

き

る
人
）

定

員
先

着
四

十
人
　

費

用
無

料

用
電

話

で
手

賀
沼

親
水
広

場

登
0
4

7
1
一
8
4
･
０
５
５
５
番
へ

東

洋

学

園

大

学

公

開

教

養

講

座

「
国

際

化

の

時

代

を

生

き

る

」

前
期
＝

５
月

～

９
月

、
後

期
＝
1
0

月
～
Ｈ

９
年

１
月

の
各

毎
月

第
二

上

曜

日
、

午

後
１
時

～
２

時
3
0
分
　

会

場

東
洋

学
園

大
学

定

員
先

着
百

人

費
用

各

千
円

（
資

料
代

）

圃
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、
〒
2
7
0
－

0
1
流
山
市
鰭
ケ
崎
一
六
六
〇
東
洋
学

園
大

学

総
務
課
（

容
０
４
７

１
・
5
0・

3
0
0
1

番

）
へ

初

級
日

本

語

教

室

午
前
の
部
＝
５
月
2
7
日
～
７
月
2
9

日

の

毎
週

月
曜
日

、

午
前
1
0
時

～
正

午

、

夜
間

の
部
＝

５
月
2
8
日

～
７
月

3
0日

の
毎

週
火

曜
日

、
午

後
７
時

～

９
時
　

会

場
市

役
所

（
別

館
）
研

修

室
　
講
師
(
財
)
松
戸
市
国
際
交
流
協
会

員
　

対
象

市
内

お
よ

び
近

隣

に
在

住

・
在

勤
・

在
学

の
外
国

人

の
方

で
日

本

語

が
不

自
由

な
人
　

費
用

会

員
千

円

、

非
会

員
二

千

円

※
周
り

に

対
象

と
な

る
人

が
い
た
ら

教

え
て

あ

げ
て
く

だ

さ
い
。

圃
直
接
、
(
財
)
松
戸
市
国
際
交
流
協
会

（
市

役
所

新
館
五

階

）
へ

松

戸
民
踊
連
合
会
四

十
周
年

記
念

大
会５

月
1
2
日
(
日
)
午
前
1
0
時
開
演
　
会

場
市
民
会
館

費
用
無
料
　
　

・、

固
渋
谷
登
4
6・
2
2
5
5

番

日
本

保
育
学
会
研

究
大
会
市

民
公

開

講
座

５
月
1
9
日
(
日
)
午
後
１
時
3
0
分
開
演

会
場
聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
・
川
並
記
念
講
堂
　
内
容
「
国

際
化
の
中

の
家

族
と
そ
の
課
題
」

講
師
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
櫻
井
よ
し
こ

氏
　
費
用
無
料

鬨

日
本
保
育

学
会

大
会
準

備
事
務

局
・
a
6
5・
1
1
1
1

番
内
線
３
１

６
２
番

世

界

女

性

会

議

行

動

綱

領

学

習

会

～

北

京

か

ら

松

戸

へ

～

５
月
1
3
日
(
月
)
か
ら
の
毎
月
第
二
月

曜

日
、
午
後

６
時

～
９

時
（

全
八

回
）

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ

う

ま

っ

ど

内

容
北

京
会

議
で

採

択

さ
れ
た
行

動

綱
領

を
、

自
分

た
ち

の
地

域
の
問

題

と
結

ぶ
た

め
の

学
習
　

費

用
一
回

五

百

円

固

行
動

綱
領

を

学
習

す
る

会
・

本
郷

昔
4
7・
8
4
8
2

番

呼
魂

太
鼓
・
青

空
公

演

５
月
1
2
日
(
日
)
午
後
２
時
開
演
　
会

場
寺
嶋
文
化
会
館
（
Ｊ
Ｒ
柏
駅
徒
歩

五
分
）
　
費
用
無
料

固
(
財
)
寺
島
文
化
会
館
昔
０
４
７
１
・

6
7
・
６
１
５
３
番

赤

十

字

介

護

教

室

５
月
1
4
日
(
火
)
～
1
7
日
(
金
)
、
午
前
1
0

時

～
午

後

４
時
　

会

場
成

田
赤

十
字

病
院
　

対

象
全

日
程

参
加

で
き

る
人

定
員
先
着
二
十
人
　
費
用
五
百
円

兩
ハ
ガ
キ
に
、
「
家
庭
看
護
５
月
1
4
日

～
1
7
日
」・
氏
名
・
住

所
・
生
年

月

日
・

電

話

番
号

・
勤

務
先

等

（
学
校

名

・

会
社

名
）

を
記
入

し

て
、

〒
2
8
6成
田

市
飯
田

町

九
〇

の

一
成
田

赤
十

字
病

院
医

療

社

会

事

業

部

（

登

０

４

７

６

・
2
2
・
2
3
1
1

番
）

へ

松

戸

西

子

ど

も

劇

場

ま

つ

り

５
月
1
1
日
(
土
)
午
前
1
0
時
～
午
後
３

時
　

会
場
梨

香

台
小

学
校
　

内

容

ゲ

ー

ム
大
会

・

お
店
や

さ

ん
ご

っ
こ

な

ど
　

費
用

参
加

費
百

円
　

持
ち

物
昼

食

・
水
筒

圀

松
戸

西

子

ど
も
劇

場
事

務
局

・
高

橋

登
6
1
・
1
6
0
6

番

楽
し

い

趣

味

の

切

手

展

５
月
1
8
日
(
土
)
～
1
9
日
(
日
)
、
午
前
1
0

時

～
午
後

５
時
　

会
場
常

盤
平

市
民

セ
ン

タ

ー
会
議

室
　

内
容

切
手

の
展

示

、
臨
時
郵

便
局

、
切

手
プ

レ

ゼ
ン
ト

、

記
念

ス

タ
ン
プ
　

費
用
無

料

問
松
戸

郵

趣
会

・
屋

代

登
4
3
・
8
5

6
0

番

盆

養
菊
植
え
込
み

講
習
会

５
月
2
6
日
(
日
)
午
後
１
時
～
５
時

会
場
市
民
会
館
　
費
用
無
料

問
千
松
菊
花
会
・
結
城

登
6
3・
5
9

8
5
番

話
し
方

研
究
会

５
月
1
3日
か
ら
毎
週
月
曜
日
、
午

後
６
時
～
９
時
（
全
八
回
）
　
会
場

勤
労
会
館
　
費
用
八
千
円
（
テ
キ
ス

ト
代
を
含
む
）

問
Ｈ
Ｒ
松
戸
話
し
方
研
究
会
・
田
村

容
4
5・
8
1
5
0

番

ご

一
緒

に

歌

い
ま

せ

ん

か

５

月
９

日

・
2
3日

の
火
曜

日
、

午

前
１１一
時

～
午
後

１
時
　

会
場

市
民

会

館
音

楽
室
　

費
用

無
料
　

内

容

ポ

ピ

ュ
ラ

ー
ソ

ン
グ

問

女

声
合

唱
団
チ

ェ
チ

ー
リ

ア

・
阿

部

登
6
2
・
2
2
5
8

番

お は な し キ ャ ラ バ ン

囲

碁

教

室

（
入

門

・
初

級

）

入
門
＝
５
月
1
7
日
～
６
月
2
8
日
の

毎

週
金
曜

日
（
全

七
回

）
、
午

後
１

時

～
５

時

、
初
級
＝

５

月
1
8
日

～
６

月

2
9日
の
毎

週

土
曜
口
（
全
七
回

）
、
午

後

１
時
3
0
分

～
５

時
3
0分
　

会

場

口

本

棋
院

尚
和
会

常

盤
平

支
部
　

費
用

一
回
五
百
円

固

日
本
棋

院
尚

和
会

常
盤
平

支

部

・

岩

島

登
8
8・
3
0
2
2

番

松
戸
混
声
合
唱

団
創
立
五

周
年
記

念
演
奏
会

６
月
２
日
(
日
)
午
後
３
時
　
会
場
森

の
ホ
ー
ル
2
1
　費
用
千
五
百
円
（
全

席
自
由
）

固
松
戸
混
声
合
唱
団
・
朝
倉
容
4
3・

0
5
7
3
番

松
戸
八
－

モ
ニ

カ

ー
ア
ミ

ー
ゴ
十

周
年
記
念

演
奏
会

５
月
1
8
日
(
土
)
午
後
１
時
～
４
時
3
0

分
　
会
場
市
民
劇
場
　

費
用
無
料

問
松
戸
ハ
ー
（
Ｉ
モ
ニ
カ
ー
ア
ミ
ー
ゴ
・

佐
藤
昔
8
5・
3
2
5
5

番

シ
ョ
ー
・
ア
ン
ド
・
プ
レ
ー
「
墜

楽
園
」

５
月
1
8
日
山
午
後
７
時
、
1
9
日
(
日
)

午
後
２
時
と
６
時
開
演
　
会
場
渋
谷

Ｏ
Ｎ
　

Ａ
Ｉ
Ｒ
　
ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
　

費
用

前
売
り
三
千
五
百
円
、
当
日
四
千
円

固
松
戸
市
民
劇
団
・
石
上

登
8
9・
1

9
7
7
番

期日  会場  時間  形態

対象３～９歳 費用無料 でんわおはなしキャラバン f177-0000番

醴市立図書館**65-5115 番

情報

タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

５
月
1
9
日
(
日
)
午
前
1
0
時
ス
タ
ー
ト

（
雨
天
決
行
）
コ
ー
ス
①
松
戸
駅
②

北
松
戸
駅
③
北
国
分
駅
か
ら
ス
タ
ー

ト
、
松
戸
駅
を
ゴ
ー
ル
す
る
三

コ
ー

ス
　
費
用
一
人
三
百
円
　

持
ち
物
水

筒
・
雨
具
・
昼
食

惠
５
月
1
2
日
(
日
)
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
・
代
表
者
の
住
所
・
チ

ー
ム
名
・
参
加
コ
ー
ス
名
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
0
松
戸
市
小
金
原
八
の
一
三

の
二

の
一
の
三
〇
三
松
戸
レ
ク
事
務

局
へ

圏
松
戸
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事

務
局
・
伊
藤
登
4
2・
7
4
1
9

番

ス

ウ
ィ
ン

グ
セ
ピ
ア
定

期
演
奏
会

５
月
1
8
口
(
土
)
午
後
２
時
開
演
　
会

場
市
民
会
館

費
用
無
料

鬨
松
戸
ス
ウ
ィ
ン
グ
セ

ピ
ア
・
中
島

登
8
5・
7
9
6
8

番

松

戸
市

大
正

琴
演

奏
会

５
月
2
6
日
(
日
)
午
後
１
時
開
演
　
会

場
市
民
民
劇
場
　
費
用
無
料

固
松
戸
あ
け

ぼ
の
会
・
田
中

豊
9
2・

8
0
4
7
番5/8(水)

９(

木) 14(火)

15(

水) 16(

木) 17(

金) 22(水)

23(

木) 24(

金) 29(

水) 30(

木)

図 書館本 館

二十世紀か丘

市民 センタ ー

馬 橋
市民 センタ ー

小 金分 館

小 金

市民 センタ ー

六実

市民 センタ ー

図 書館本館

明 市民 センタ ー

五香

市民 センター

馬橋東

市民ｾﾝﾀｰ

松 飛台

市民 センター

午後３時30分
～４時

午後３時～４時

午後３時
～３時30分

午後３時～４時

午後３時30分
～４時

午後３時～４時

おはなし 会

キャラ バン

絵本おはなし１

キャラ バン

おはなし会

キャラ バン

広報 １９９６年(平成８年)５月５日

チャンネル



ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル

フ
教
室

５
月
1
2
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

会
場
六
高
台
ス
ポ
ー
ツ
広
場
　
費
用

保
険
料
百
円

圃
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
山
方

登
8
7・
9

0
0
9
番

グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ

教
室

５
月
1
2日
収
午
前
９
時
～
午
後
０

時
3
0分
　
会
場
栗
ヶ
沢
小
学
校
　
費

用
無
料

匣
当
日
会
場
で

醴
体
育
指
導
委
員
・
市
村
 
 
4
2
・
6

1
9
0
番
（
夜
問
）

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
可

グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

教
室

５
月
1
9日
収

午
前
９
時
～
正

午

会
場
新
松
戸
南
小
学
校
校
庭
　
費
用

無
料

※
鉛
筆
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
当
口
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
木
下

容
4
5・
3

4
2
9
番

な

ぎ

な

た

教

室

５

月
1
0
日

～
７
月
1
2
日

の
毎

週

金

曜
日
（
全
十
回

）
、
午
前
1
0
時

～
正

午

会
場

運
動

公
園

剣

道
場
　

費

用
保

険

料
千

三
百

円

固

松

戸

市

な

ぎ

な

た

連

盟

・
野

口

4
5・
0
4
1
0

番

初

心

者

ゲ

ー

ト

ボ

ー
ル

教

室

５
月
2
4
日
(
金
)
～
2
6
日
(
日
)
〔
雨
天
中

止
〕
、
午

前
９

時

～
午
後

３
時
　

会
場

巾

央

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
場
　

費

用
無

料

（
昼

食

持
参

）

圃

当
日

会
場

で

固

松
戸
市

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
協

会

・
佐

久
間

豊
4
2
・
6
3
5
3

番

卓
球

教
室

５
月
1
2
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

会
場
松
ヶ

丘
小
学
校
　
費
用
保
険
料

百
円

圃
当
日
会
場
で

問
体
育
指
導
委
員
・
藤
井

登
6
3・
9

8
1
7
番
（
夜
間
）

歯
を
大
切
に

指
し

や
ぶ

り

に
つ

い

て

こ
の
時
期

く
ら
い

ま
で
の

指
し

や

ぶ

り

は

、

気

に

す

る
必

要

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

ひ

ど

い

場

合

は
、
歯
科
医

院
な
ど
で
相

談
し
て

く
だ

さ
い

。
一
人
で
い

る
時
や
、

眠
る
ま
で
の

問
に
短

時
間

指
を
入

れ
る

く
ら
い

な
ら
ば

問
題
な
い
の

で
す
が
、
遊

ん
で
い

る
時
に
い
つ

も
指
し

や
ぶ

り
を
し
て
い

た
り
す

る

場

合

は

少

し

問

題

が

あ

り

ま

す
。
特
に

、
指
を
吸

う
音

が
周
わ

り
に
聞
こ

え
る
ほ
ど
だ

と
、
あ
ご

の

骨
に
影

響
が
出
る
こ

と
が
考
え

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

５
月
1
8
日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
　

会

場
青

少
年

会
館

樋
野

口

分

館
　

費
用
無

料
　

対

象
卜
五

歳
以

上

の
人
（
三

十

歳
未
満

の

人
を
優

先

）

定

員
先
着
二

十

人
　

持
ち

物
運

動
着

・

上
履

き

圃

電
話

で
青

少
年

会
館

容
4
4・
８

５

５
６
番

初

心

者

カ

ヌ

ー

ス

ク

ー
ル

６
月

２
日

～
2
3
日

の
土

曜

（
午
後

１

時
3
0
分

～
３

時
3
0
分
）・
日
曜
（
午

前
1
0
時

～
午

後

１
時

）〔
６

月
1
5
日
を

除

く
〕

の

う

ち

都

合

の
良

い
三

日

会
場
江
戸
川
（
三
郷
有
料
橋
下
）

対

象
小

学

校
四

年

生
以

上

で
多

少
泳

げ

る
人
　

費
用

九
千
円

（
保
険

料
含

む
）

圃
５
月
2
5
日
(
土
)
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

都

合

の

良

い
日

（
三

日
）
・
住
所

・
氏

名
・
年
齢

・
電

話
番

号
を

記
入

し

て
、

〒
2
7
0
松
戸

市

小

金
原

三

の

一
八

の
二
二

の
三

〇
三

松
戸
市
カ
ヌ
ー
協
会
・
岡
田
威
夫

（
4
2
・
9
4
3
9
番
)
へ

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

ら
れ
ま
す
。
ひ
ど
い
指
し
や
ぶ
り

は
、
子
ど
も
の
心
の
欲
求
不
満
の

現
れ
で
あ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で

す
。
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
が
し

っ
か
り
と
子
ど
も
と
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
短

時
間
で
も
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽

し
い
時
間
を
持
つ
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
叱
っ
て
や
め
さ
せ
よ
う

と
す
る
と
、
指
し
や
ぶ
り
に
代
わ

る
行
為
が
出
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
を
招
く
こ
と
が
あ
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
具
体
的
な
方

法
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

そ
の
3
0
 三
歳
児
健
診

上

唇

小

帯
の

異
常

に

つ

い

て

上
唇
小

帯
は
、

新
生
児

で
は
上

く
ち

ぴ
る
の
裏
か

ら
歯
肉
を
超

え

て
、
乳
歯
の
前
歯
ガ
は
え
る
所
に
つ

い
て
い

ま
す
。

歯
が

は
え
て
い

く

課
程
で
し

だ
い
に
上
の

ほ

う
へ

縮

ん
で
い

き
ま
す
が

、
乳
歯
の

前
歯

が
生
え
だ

し
た

後
に

も
、
ひ

も
状

に
残

る
こ

と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う

な
場

合
、

前
歯
の

間
に
す

き

間
が
で

き
て
し

ま
い

ま
す
が
、
こ

れ
は
年

齢
と
と

も
に

変
化
し
て
い

く
も
の
で

、
特
に

前
歯
の
生
え

変

わ
り
の
こ

ろ
に
は

、
正
常
に
な

る

家
庭
婦
人

卓
球

大
会
・
ラ
ン

ク
別

ダ
ブ
ル
ス

戦

５
月
1
5日
水
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館
　
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
の
女
性
　
費
用
一
人
六
百

円圃
５
月
８
日
(
水
)
午
前
1
0
時
か
ら
運
動

公
園
会
議
室
で
行
う
組
み
合
わ
せ
会

議
に
て

顯
家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・
古
川

登
6
2

・
3
7
2
9

番

親
と

子
の
ロ

ー
ラ
ー
ス
ケ

ー
ト
教

室

５
月
1
9
日

～
６

月
1
6
日
の

毎
週
日

曜

日

（
６
月

２
日

を
除

く
全
四

回

、

６

月
1
6
日

は
大
会

）
、
午

前
８

時

～
1
0

時
　

会
場
松

戸
サ

ニ
上

フ
ン
ド
　

対

象
小

学
生
以

卜

（

一
人

で

の
参
加

も

可

）
　

定

員
二

十
人
　

費
用

親
子

六

千

円

、
中

学
生
以
下

三

千
円

、

高
校

生
以
上
四
千
円
（
と
も
に
保
険
料
・

リ
ン

ク
代

・
大
会

参
加

費

を
含

む
）

圃
５
月
1
3
口
(
月
)
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

住
所

・
氏

名
・

年
齢

・
電

話
番
号

を

記
人

し
て

、
〒
2
7
1松
戸

市

岩
瀬
二

七

七

の
二

二

風
巻

雪

雄
へ

固
千

葉
県

口
上

ブ
ー
ス

ゲ
ー
ト

連
盟

松
戸

ク
ラ

ブ

・
丸

山

容
6
2・
8
8
6

5
番

こ
と
が

多
い

た
め
、
し

ば
ら
く
経

過
を

観
察
す
る
こ

と
が

望
ま
し
い

と
考
え

ら
れ
て
い

ま
す
。
し

か
し
、

歯
磨
き
の

た
び
に

切
れ
て
出
血
し

た
り
、

強
く
引
つ
張

ら
れ
て
発
音

し
に

く
い

よ
う
な
場
合

は
歯
科
医

院
で
相

談
し
て

く
だ

さ
い
。

（
松
戸

歯
科
医
師
会
）

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

教

室

５
月
一
１１
日

～
６

月
１

日

の
毎
週

卜

曜
日
（
全
四
回
）
、
午
後
７
時
～
９
時

会
場
小
金
原
体
育
館
　
費
用
保
険
料

お
知
ら
せ

高
齢
者
の
よ
い

歯
の
コ
ン
ク

ー
ル

６
月
１
口
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
～
２

時
受
け
付
け
　
会
場
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
　
対
象
八
十
歳
以
上
（
４
月
１

日
現
在
）
で
歯
（
か
ぶ
せ
た
歯
・
さ

し

歯
可

）
が
二
十
本
以
上
あ
る
人

※
優
勝
者
は
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

則
電
話
で
健
康
課
保
健
係
S
6
6・
7

4
8
6
番
へ

再
生
自

転
車
を
即
売

５
月
1
2
日
(
日
)
～
1
4
口
内
午
前
９

時
～
午
後
３
時
（
開
場
８
時
3
0分
）

会
場
生
き
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
金

ケ
作
二
七
七
の
四
）
　
販
売
台
数
五

十
台
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）
　
価

格
五
千
円

～
一
万
一
千
円
　

交
通
五

香
駅
東
口
か
ら
新
京
成
バ
ス
「
小
新

山
」
行
き
、
ま
た
は
「
柏
陵
高
校
」

行
き
で
、
新
栄
町
入
口
下
車

鬩
(
社
)
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
＆
8
4・
3
1
9
1

番

千

葉

県

調

理

師
試

験

試
験
日
７
月
1
9
日
(
金
)
　
会
場
東
葛

飾
合
同

庁

舎
　

願
書

受
付

期
間

５
月

2
0
口
(
月
)
～
2
2
(
水
)
午
前
９
時
3
0
分

～
午

後
４

時

固
松
戸

保

健
所

保

健
指
導

課

容
6
1
・

2
1
2
1

番

福

祉

バ

ザ

ー

５
月
1
2
日
(
日
)
午
前
1
1
時
～
午
後
２

時
　

会
場

常
盤
平

市
民

セ
ン

タ
ー

内

容

バ
ザ

ー
お
よ

び
、

い
ぷ
き

の
広

場

ほ

か
の
作

品
展
示

・
即
売

※
品

物

の
提

供
に

も
ご
協

力

く
だ

さ

い
。

問
障

害
者

問
題
研

究

会
松

戸
サ

ー

ク

ル

・
近
藤

昔
8
7・
1
6
6
7

番

借
地
借
家
の

無
料
相
談

５
月
1
3
日
(
月
)
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館
　

費
用
無
料

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

固
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
久
保
田

登
4
1・
8
2
7
9

番

憲
法

週
間
・
無
料
法
律

相
談

５
月
2
2
日
(
水
)
午
前
1
0
時
土
止
午
と

午
後
１
時
～
３
時
　
会
場
千
葉
地
方

・
家
庭
裁
判
所
松
戸
支
部
（
松
戸
駅

徒
歩
七
分
）
　
相
談
内
容
金
銭
・
不

動
産
・
交
通
事
故
・
遺
産
・
少
年
の

非
行
な
ど

鵲
千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所
松
戸
支

部

一`一
6
8・
5
1
4
1

番

保
健
・
衛
生

療
育
相

談

５
月
９
日
(
木
)
午
後
１
時
～
１
時
1
5

分
受
け
付
け
　
会
場
松
戸
保
健
所

対
象
乳
児
の
股
関
節
脱
臼
検
診
未
受

診
者
・
整
形
外
科
領
域
の
診
察
相
談

等
を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満
の
人

奈
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
母
子
手
帳

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

惠
電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

a
6
1・
2
1
2
1

番
へ

エ

イ

ズ

夜

間

抗

体

検

査

を

実

施

実

施
機

関
市
川

・
柏

保

健
所
　

時

間
午

後
６

時

～
８

時

※
期

日
は
問

い
合

わ
せ

て

く

だ
さ

い
。

固
松
戸

保

健
所
a
6
1
・
2
1
2
1

番

三
歳
児
健

康
診
査

対
象
平
成
５
年
１
月
生
ま
れ
の
幼

児
　
健
診
日
５
月
７
日
・
1
4日
・
2
1

日
・
2
8日
の
各
火
曜
日
　
会
場
松
戸

保
健
所

※
該
当
者
に
は
封
書
を
送
り
ま
し

た

が
、
届

か
な
い
場
合
は
（

ガ
キ
に

左
記
の
記
人
要
領
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
松
戸
保
健

所
指
導
課
（

登
6
1・
2
1
2
1

番
）

へ
ハガキ記入要領

① 住所

② 電話番号

③ 幼児氏名

④ 幼児生年月日

○ 保護者氏名

⑥ 転入年月日

固
松
戸
保
健
所
指
導
課

愛

の

献

血

５
月
８
日
水
午
前
1
0
時
～
１
１
時
4
5

分

と
午
後

１
時

～
４

時
　

会
場
市

役

所
正
面

玄
関

前

圀

健
康
課

検
診

係

昔
6
6
・
7
4
8
7

番

甲
種
防
火

管
理

講
習
会

６
月
４
日
(
火
)
・
５
日
水
、
午
前
９

時
3
0分

～
午
後
５
時
　
会
場
市
消
防

局
　

定
員
先
着
百
五
卜
人
　
費
用
四

千
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

匣
５
月
2
0
口
(
月
)
～
2
7
日
(
月
)
の
間
に
、

直
接
市
内
各
消
防
署
ま
た
は
消
防
局

予
防
課
へ

固
消
防
局
予
防
課
登
6
3・
1
1
1
1

内
線
2
0
8
～
2
1
0
番

５
／

１
～
3
0

「
迷
惑
駐
車
の
取
締
り
」
を
強
化

団
地
・
集
合
住
宅
地
等
の
狭
い

道

路
で
の

、
悪
質
・
危
険
・
迷
惑
性
の

高
い
駐
車
違
反
、
保
管
場
所
法
違
反

の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
ま
す
。

圈
松
戸

警
察
署

容
6
9・
0
1
1
0

番

糖
尿
病

・
高
血
圧

・
肥
満
に
ブ
レ

ー
キ

「
病

態
別
栄

養
指
導
」

高
齢
化
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、

成
人
病

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
成
人
病
の
予
防
は
、
い
か
に
良

い
食
生
活
を
維
持
で
き
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
。

市
で
は
、
松
戸
市
医
師
会
の
協
力

の
も
と
、
病
態
別
栄
養
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
前
９
時
～

午
後
４
時
　
会
場
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
　
費
用
無
料

匣
主
治
医
を
通
じ
て
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

問
健
康
課
昔
6
6・
7
4
9
0

番

婚
前

・
新
婚
学

級

日時  内容

対象未婚あるいは新婚 の男 女

(一人 の参加も 歓迎)

会場中央保健センタ ー　 費用無料

圃
５
月
2
4日
脂
ま
で
に
、
電
話
で
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー

登
6
6・
7
4
9
0

番
へ

二
百
円

匣
当
口
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
市
村
昔
4
2・
6

1
9
0
番
（
夜
間
）
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
可

｢ 現代 社 会に お け る家 族 の役 割｣

順 天堂 大学 助 教 授 米 林 賁 男氏

｢安｣りして妊娠、出産を迎えるために．

愛育 病 院 産婦 人 科 加藤 季 子氏

「 幸 せ な 家 庭 設 計 の た め に
」

健 康 課　 保 健 婦

午
後
６
時
3
0分
～
８
時
3
0分

5／27

(月)６／３

(月)10

(月)

広報 １９９６年(平成８年)５月５日



5/26(日)フランス国立

リヨン管弦楽団午後２時開演

漆戸啓さんカズン

♪
真
夜
中
に
君
の
声
「
ふ
た
り

の
雪
が
見
た
い
」
な
ん
て
♪
　
と

始
ま
る
カ
ズ
ン
の
「
冬
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
』
。

透
き
通
っ
た
声
と
流
れ

る
よ
う

な
メ
ロ

デ
ィ
ー
は
、
広
大
な
銀
世

界
が
目
に
浮
か
ぶ
、
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
い
曲
で
す
。

松
戸
で
生
ま
れ
、
中
学
二
年
ま

で
市
内
に
住
ん
で
い
た
た
カ
ズ
ン

の
漆
戸
啓
さ
ん
。
両
親
が
都
内

の

学
校
に
勤
め
て

い
た
た
め
、
保
育

所
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
「
時
に

息
長
く
歌
っ
て

い
き
た
い
と
語
る
漆

戸
さ
ん

「
森
の
ホ
ー
ル
2
1

鬧

昔
8
4・
5
0
5
0

番

指揮エマニュエル・ク

リヴィヌ　ヴァイオリ

ンギドン・クレーメル

曲目ドビュッシーノ牧

神の午後への前奏曲

チャイコフスキーノヴ

ァイオリン協奏曲二長

調op.35 (独奏：ギドン・クレーメル）　ムソルグスキー

（ラヴェル編）／組曲「展覧会の絵」　料金Ｓ席6,000円

’Ａ席5,500円・Ｂ席5,000円

５月23 日～９年３月27 日、

午前10時～正午(全18 回・下

は

、
保
母

さ
ん

の
家
で

時
間

を
過

ご
し
た

り
、

さ
み

し

い
思

い
を
し

た

こ
と

も
あ

り
ま

し

た
」
と

当

時

を
懐

か
し
く

思

い
出
し

ま
す

。

小

学
生

の
頃

は
、
「
と

に
か
く

ワ

ン

パ

ク
で
、

家
で

フ

ァ
ミ
コ

ン

を

す

る
こ

と
も

あ

っ
た

け
ど

、
近
所

の
公

園

な
ど

で
走

り
回

っ
た
り
し

て

い
て

、
ほ

と

ん
ど
外

で

遊
ん
で

い
ま
し

た

。
父

と

は
よ

く
江

戸
川

の

土
手

を
段

ボ
ー
ル

に
乗

っ
て
滑

っ
た
り

、
た

こ
揚

げ

を
し

た
も

の

で

す
」
。

毎

年

、
正

月

に

は
実

家

に
帰

る

の
で
す
が
、
「
今
年
は
、
母
校
の

小

金
小

学
校

の
校

庭

に
立

ち
寄
り

ま

し
た

。
昔

、
広

く

感
じ

た
校

庭

が
と
て

も
狭

か

っ
た

の
と

、
以
前

か

ら
あ

る
ヒ

マ
ラ
ヤ

杉

が
ま
だ

残

っ
て

い
て

と

て

も

懐

か

し

か

っ

た
」
。

中

学

生

の
と

き

に

は
、

バ
ス

ケ

ッ
ト

ボ

ー
ル

に
熱

中
し

て

い
た

一

方

、

デ
モ

テ

ー
プ
を

つ
く

り
オ

ー

デ
ィ

シ
ョ

ン
や
コ

ン

テ
ス

ト
に

も

チ

ャ
レ

ン

ジ
し
て

い
た
と

い
い
ま

平成８年度

生涯学習大学

す
。「

松
戸

で

の
伸

び
伸

び
と
し

た

生
活

や
広

い
空

、

き
れ

い
な

空
気

が
何

ら

か
の
形

で
曲

作
り

に

生
き

て

い
る
と

思
う

」
と

、

さ
わ

や
か

な
笑
顔

で
語

る
漆
戸
さ

ん
。

い
と
こ

の
古
賀

さ

ん
と
三

年

前

に
再

会
し

、
共

通

の
目
標

に
向

か

っ

て

デ
ュ

オ

と

し

て

活

動

を

始

め

、
翌
年

デ
ビ
ュ

ー
。

グ
ル

ー

プ

名

の
カ

ズ
ン

は
、
文

字
通

り

「

い

と
こ
」

と

い
う
意

味
。

こ

れ
ま

で

の
曲

は

、
ほ

と

ん
ど

二

人

で
作

詩
作

曲
し

た
も

の
。
こ

号を記入して、〒271 松戸市

上矢切299-1 矢切公民館（昔

68-1214番）へ

※応募多数の場合は抽選

※夫婦 で申し込む場合も、

別々のハガキでお願いしま

す（連記不可）。

れ
ま
で

五
枚

の

シ
ン

グ
ル
を

出
し

て
い
ま
す
が
、
５
月
2
0
日
に
は
、

ア
ル

バ
ム

も
発
売

さ
れ
ま
す

。

全

国

ツ
ア

ー
や

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、

ラ
イ

ブ
に

、
そ
し

て

テ
レ

ビ

ー
ラ

ジ

オ

ヘ
の
出

演
と

ま

す
ま
す

忙
し

く

な
り

そ

う

で

す

が

、
「
こ

れ

か

ら

も

「
カ

ズ
ン
」

と

い
う

ス

タ
イ

ル

で

、
世
界

に
引

け

を
取
ら

な

い

音

楽

を

つ

く

っ
て

い
き

た

い
し

、

全

国

の
皆

さ
ん

に
曲

を
聞

い
て

も

ら

い
、
僕

た
ち

の
気
持

ち

を
伝
え

て

い
き
た

い
。
そ

し
て

息

の
長

い

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
い
た
い
」
と

パ ー ト ナ ー で も あ る い と こ の 古 賀 さ ん と

語
り
ま
す
。

や
さ
し

い
瞳

の
奥
に
秘
め
た
、

熱
い
思
い
を
感
じ
る
ひ
と
時
で
し

た
。

（
松
戸
市
出
身
）

カズンの歌声を

生で聞きたい方は…

カズ ンコンサート

ツ アー゛96

｢ラブ& スマイル｣

6/･|ﾜ

会場　 日清 パワ ーステーション

（新宿） 料金3,800 円

羆 キョードー東京

03-3498-9999 番

期日  内容  講師

○お気軽にご相談＜ださい　５月の相談あんない Ｏ健康保険証を忘れずに

会　場　　 題時　　間題　　 相談名　　　期　　日会　場時　　間相談名　　　 期　　 日

人

権

相

談

心

配

ご

と

相

談

○
の
日
は
心
配
ご
と
相
談
の
み

相談はすべて無料 です。☆印の相談は予約をお願いします。

市

民

相

談

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー

毎週火・木、第2・4月曜日  午後1時～5時

第1月曜日  午前9時～正午

第2金曜日  午後1時～5時

第3金曜日  午後1時～4時30分

第2・第4月曜日  午後1時～3時

毎週水曜日  午前10時～午後4時

市民相談室

常磐平支所

小金支所

小金原支所

馬橋支所

六実支所

新松戸支所

矢切支所

東部支所

第2・第4火曜日
午前9時～正午
月～金曜日  午
前 時30分～午
後5時

7(火)

10(金)

14(火)

17(金)

21(火)

24(金)

28(火)

31(金)

月～金曜日

法律相談☆

税 務相 談

登 記相 談

行 政相 談

住宅 相 談

外国人相談

交通事故・

市政・一般

巡

回

年

金

相

談

消費生活欟

◆テレホン案内サービス

………S66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜･ 午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…容68-3756 番

衛生会館内･毎日午後8 時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………容65-3430 番

衛生会館内･午後８時～11時

人
世界に通じる音楽をイ

ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

5/23(木

)6 /13(

木) 27(

木)7/11(木

) 25(

木)9/12(木

) 26(

木)10/17(木

) 31(

木)11/14(木

) 28(

木)12/12(木

)1/ 9(

木) 23(

木)2/13(木

) 27(

木)3/13(木

) 27(

木)

開 校 式

熟年者の健康管理（I)

熟年者の健康管理（Ⅱ）

海 外 旅 行 の 楽 し み 方

「 命 輝 き で 」

アジアの21世紀はどうなる?

松 戸 市 （周 辺 ）の ゴ ミ 処 理 の 将 来

ガ ン 治 療 最 前 線

旅 の 楽 し み 方 （国 内 旅 行 ）

今 後 の 日 本 経 済 は ？

こ れ か ら の 高 齢 者 の 生 活 ・ 年 金 は ど う な る の ？

人 権 を 学 ぶ

仙 道 氏 の 音 楽 の 楽 し み 方

お よ び 若 手 演 奏 家 た ち に よ る 演 奏

こ こ ろ の だ が や し （教 育 問 題 ）

長 寿 食 に つ い て

情 報 化 時 代 の 今 後 に つ い て

未　　 定

閉 校 式 ～ 笑 い の 中 か ら 考 え る 環 境 問 題 ～

千葉大学保健管理センター

講 師 ・ 東 絛 光 彦 氏

日 本 航 空 広 報 部

＿ ＿

俳 人　 都 筑 智 子 氏

ア ジ ア 経 済 研 究 所

松 戸 市 役 所 清 掃 管 理 課

県 立 力 ン セ ン タ ー 内 科 系

外 来 医 長 ・ 井 上 賢 一 氏

J  TB

麗 澤 大 学 教 授 ・ 成 相 修 氏

未　　 定

和 名 ケ 谷 中 学 校

校 長 ・ 佐 々 木 紘 三 氏

音 楽 家 仙 道 作 三 氏

ほ か ４ 人

フ レ ン ド ス ペ ー ス

代 表 ・ 富 田 富 士 也 氏

癒 し の 森 治 療 院

カ ウン セ ラ ー･ 志 村 記 世 江 氏

明 生 情 報 ビ ジ ネ ス 専 門 学 校

講 師 ・ 石 本 安 弘 氏

未　　 定

環境漫才 師林家ﾗｲｽ･ｶﾚｰ 子氏

午前10時～午後3時

午前9 時～午後4 時
消費生活センター

4565―6565#
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女性 パ ー ト

労 働 相 談

ゆ うま つど

こころの相談

女性就業相談

労 働 相 談

※人権相談は干葉地方法務局松戸支局(S63-627& 番)でも行っていますO

心 人市役所相
談コーナ

ー
馬橋支所

六実支所
小金支所

常磐平支
所

新松戸市
民センタ

ー
小金原市

民センタ
ー

午前10時～午後3時

第 ２～ 第 ４ 金 曜 日

13(月) ⑦(火)

７(火)

1(水)･⑩(水)

①(水)･⑩(水)

2(木)･⑯(木

)

第1～第3月曜日第4月曜日火･金曜日(31日を除く)

第1・第3月曜日

午後1時30分～4時30分

午前10時～午後4時

午後1時～7時

午前10時～午後4時

午後1時～5時

女性 センター

*564―8778番

女性 センター

(相談室直通)

63-0
505番
市役所相
談コーナ
ー

※労働相談は柏労働基準監督局(O0471 ―63―0245番)でも行っています。

就学相談☆

教育相談☆

月～金曜日　　　 午前９時～正午　　　　教 育 研 究 所
月～金曜日  午前9時～正午 午後1時30分～4時30分　　G66-7461番

広報 １９９６年(平成８年)5月５日

褌 冩爾演

救
急
医
療
体
制

表参照） 会場市民劇場　対

象市内在住の60 歳以上の人

定員300人　費用無料

溯５月11日土〔必着〕まで

に、往復ハガキに住所・氏名

（ふりがな）・年齢・電話番
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